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Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
駆
使
し
た
Ｄ
Ｘ
へ

の
注
目
が
集
ま
り
、
こ
れ
に
関
連
す
る

会
社
は
こ
れ
か
ら
の
有
望
業
種
と
し
て

就
職
を
希
望

す
る
学
生
が

増
え
て
い

る
。
日
本
の

就
職
先
の
人
気
業
種
は
時
代
と
共
に
こ

れ
ま
で
大
き
く
変
化
し
て
き
た
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
産
業
と
し
て
石
炭
な
ど
鉱
山
関

連
、
化
学
繊
維
が
登
場
し
て
注
目
を
集

め
た
繊
維
産
業
、
鉄
は
国
家
な
り
と
し

て
鉄
鋼
産
業
が
脚
光
を
浴
び
、
半
導
体

な
ど
の
開
発
で
大
き
な
技
術
革
新
と
な

っ
た
電
気
・
電
機
な
ど
の
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
産
業
、
そ
し
て
現
在
は
自
動
車

産
業
が
国
内
経
済
の
柱
を
と
な
っ
て
支

え
て
い
る
。
自
動
車
産
業
の
裾
野
は
広

く
、
こ
れ
に
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術

が
融
合
し
て
柱
を
太
く
し
て
い
る
が
、

そ
の
自
動
車
産
業
で
す
ら
こ
れ
か
ら
も

有
望
業
種
の
地
位
を
保
持
で
き
る
か
ど

う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ

な
ど
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
新
た
な
産
業

が
創
出
さ
れ
る
可
能
性
が
な
い
と
は
言

え
な
い
か
ら
だ
。

　
そ
れ
で
は
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術

を
ベ
ー
ス
に
展
開
し
て
い
る
Ｆ
Ａ
や
制

御
機
器
の
将
来
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う

か
。
創
業
１
０
０
年
を
超
え
る
企
業
が

増
え
る
中
で
、
Ｆ
Ａ
や
制
御
機
器
は
戦

後
創
業
し
た
会
社
が
多
く
、
創
業
70
年

前
後
の
メ
ー
カ
ー
や
商
社
が
圧
倒
的
に

多
い
。
メ
ー
カ
ー
も
Ｆ
Ａ
や
制
御
機
器

を
幅
広
く
そ
ろ
え
た
総
合
メ
ー
カ
ー

と
、
特
定
製
品
に
特
化
し
た
専
門
メ
ー

カ
ー
に
分
か
れ
、
商
社
も
同
様
に
総
合

商
社
と
専
門
商
社
に
分
か
れ
る
。
総
合

商
社
は
業
種
に
関
係
な
く
製
品
・
材
料

を
幅
広
く
扱
う
こ
と
か
ら
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
が
、
専
門
商
社
は
扱
う
製
品
・

材
料
に
よ
っ
て
細
か
く
分
か
れ
る
こ
と

か
ら
数
は
圧
倒
的
に
多
い
。

　
Ｆ
Ａ
や
制
御
機
器
の
メ
ー
カ
ー
も
い

ま
は
数
の
上
で
は
専
門
メ
ー
カ
ー
が
圧

倒
的
に
多
い
が
、
戦
後
の
創
業
期
は
各

社
が
市
場
か
ら
求
め
ら
れ
る
も
の
を
何

で
も
作
っ
て
い
た
総
合
的
な
会
社
が
結

構
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
同
種
の

製
品
が
増
え
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
き

た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
会
社
が
得
意

の
技
術
・
製
品
に
的
を
絞
っ
た
戦
略
に

変
更
す
る
よ
う
に
な
り
、
専
門
メ
ー
カ

ー
が
増
え
る
よ
う
に
な
っ
て
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

　
専
門
メ
ー
カ
ー
は
「
ニ
ッ
チ
ト
ッ

プ
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
使
う
。
小
さ

い
市
場
で
あ
る
が
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
取

れ
ば
大
き
な
売
り
上
げ
に
つ
な
が
る
。

し
か
も
さ
ほ
ど
大
き
な
市
場
で
は
な
い

の
で
大
手
メ
ー
カ
ー
は
参
入
し
づ
ら
い

と
い
う
も
く
ろ
み
で
あ
る
。
し
か
し
、

Ｆ
Ａ
・
制
御
機
器
の
専
門
メ
ー
カ
ー
で

も
８
０
０
０
億
円
近
い
売
上
高
で
、
総

合
メ
ー
カ
ー
に
匹
敵
す
る
実
績
を
残
す

と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い
る
。
こ
こ
で
い

う
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
は
大
手
メ
ー
カ
ー
が

市
場
に
参
入
し
づ
ら
い
の
で
は
な
く
、

参
入
で
き
な
い
ニ
ッ
チ
を
築
い
て
い
る

と
い
っ
た
方
が
正
確
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
こ
で
Ｆ
Ａ
・
制
御
機
器
の
業
種
と

し
て
の
将
来
は
ど
う
な
る
か
で
あ
る

が
、
結
論
か
ら
言
う
と
製
品
・
技
術
が

広
範
囲
な
領
域
で
中
核
と
な
っ
て
活
用

さ
れ
、
し
か
も
ハ
イ
テ
ク
と
い
う
よ
り

は
ロ
ー
テ
ク
に
近
い
形
で
浸
透
し
て
い

る
こ
と
で
、
産
業
の
変
遷
に
左
右
さ
れ

な
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
Ｆ

Ａ
・
制
御
機
器
は
工
場
だ
け
で
な
く
、

農
業
・
漁
業

か
ら
宇
宙
機

器
ま
で
利
用

さ
れ
て
お

り
、
こ
の
製
品
・
技
術
が
世
界
の
産
業

を
支
え
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
裏
返
す
と
Ｆ
Ａ
・
制
御
機
器
が

な
く
な
る
と
世
界
は
回
ら
な
く
な
る
と

こ
と
に
な
る
。

　
た
だ
こ
こ
で
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
は
、
Ｆ
Ａ
・
制
御
機
器
が
主

役
に
な
っ
て
い
け
な
い
こ
と
だ
。
以

前
、
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
参
入
を
目
指

し
た
Ｆ
Ａ
・
制
御
機
器
メ
ー
カ
ー
が
あ

っ
た
が
数
年
で
撤
退
し
た
。
採
算
が
合

わ
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
Ｆ
Ａ
・
制
御
機

器
の
実
験
場
で
あ
れ
ば
経
験
を
生
か
せ

た
だ
ろ
う
が
、
農
業
を
事
業
と
し
て
経

営
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
負
担
が
多
す

ぎ
た
。
Ｆ
Ａ
・
制
御
機
器
は
あ
く
ま
で

裏
方
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
発
展
を

支
え
る
。

　
筆
者
の
実
家
で
は
ぶ
ど
う
を
作
っ
て

い
る
が
、
ぶ
ど
う
を
種
な
し
に
す
る
た

め
に
ジ
ベ
レ
リ
ン
と
い
う
液
体
に
ぶ
ど

う
の
房
を
一
個
一
個
浸
す
が
、
こ
の
機

械
に
マ
イ
ク
ロ
ス
イ
ッ
チ
が
つ
い
て
お

り
、
こ
の
ス
イ
ッ
チ
操
作
で
液
体
を
噴

霧
す
る
。
農
業
の
現
場
に
も
制
御
機
器

は
活
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
い
ま
農
業
に
も
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
導

入
す
る
取
り
組
み
も
目
立
つ
が
、
天

候
、
土
壌
と
い
っ
た
自
然
を
相
手
に
し

な
が
ら
、
作
物
ご
と
の
特
性
を
考
慮
す

る
と
な
か
な
か
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
感
じ

が
す
る
。
農
業
の
熟
練
者
が
作
物
と
毎

日
「
対
話
」
す
る
姿
勢
か
ら
得
る
感
覚

に
は
勝
て
な
い
。

　
「
産
業
の
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
」
を
目
指

す
の
が
Ｆ
Ａ
・
制
御
機
器
の
大
き
な
役

割
と
い
え
る
。

︵
も
の
づ
く
り
．
ｊ
ｐ
株
式
会
社
　
オ

ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞
　
会
長
　
藤
井

裕
雄
︶
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8

業
種
の
変
遷
か
ら
見
る
着
眼
点

　
気
象
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
ウ
ェ
ザ
ー
ニ

ュ
ー
ス
（
Ｗ
Ｎ
社
）
は
、
気
象
観
測
機

器
の
開
発
製
造
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
オ

ム
ロ
ン
と
手
を
組
み
、
簡
単
に
設
置
で

き
、
１
台
で
温
度
や
湿
度
、
風
向
き
、

雨
量
な
ど
７
つ
の
要
素
を
観
測
で
き
る

Ｉ
ｏ
Ｔ
セ
ン
サ
を
開
発
し
た
。
農
業
や

建
築
、
物
流
な
ど
、
こ
れ
ま
で
大
手
企
業
が
中

心
だ
っ
た
気
象
観
測
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
つ
い

て
、
中
小
企
業
が
も
っ
と
手
軽
に
行
え
る
よ
う

に
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
し
て
い
く
▼
と
、
こ
こ
ま

で
は
一
般
向
け
の
ニ
ュ
ー
ス
。
Ｆ
Ａ
業
界
目
線

だ
と
ま
た
違
っ
た
見
方
に
な
る
。
今
回
オ
ム
ロ

ン
は
開
発
製
造
を
担
い
、
言
っ
て
み
れ
ば
受
託

の
設
計
製
造
の
一
種
。
Ｏ
Ｅ
Ｍ
や
Ｏ
Ｄ
Ｍ
、
Ｅ

Ｍ
Ｓ
、
Ｄ
Ｍ
Ｓ
に
類
し
、
彼
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
は
異
質
だ
。
ま
た
気
象
関
連
サ
ー
ビ
ス
最

大
手
の
Ｗ
Ｎ
社
と
言
え
ど
、
今
回
の
開
発
製
品

が
短
期
間
で
何
十
万
台
と
売
れ
て
い
く
イ
メ
ー

ジ
は
想
像
し
に
く
い
。
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
で

始
ま
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
り
、
こ
う
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
大
手
の
Ｆ
Ａ
、
電
機
メ
ー
カ
ー
が

側
面
か
ら
支
援
を
す
る
と
い
う
の
も
、
あ
ま
り

見
か
け
な
い
▼
し
か
し
近
年
、
オ
ム
ロ
ン
は
顧

客
と
の
共
創
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
そ
こ
に
注
目
す
る
と
、
見
え
方
は
ま

た
変
わ
る
。
今
回
の
件
は
、
高
信
頼
性
で
質
の

高
い
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
が
必
要
な
Ｗ
Ｎ
社
の
要
望

に
対
し
、
オ
ム
ロ
ン
は
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
形
で
手
を
組
み
、
Ｗ
Ｎ
社
の
気
象
の
知
見

と
、
自
分
た
ち
の
強
み
で
あ
る
セ
ン
サ
と
も
の

づ
く
り
力
を
掛
け
合
わ
せ
、
要
求
に
合
っ
た
ハ

ー
ド
ウ
エ
ア
を
作
り
上
げ
た
。
こ
れ
は
単
な
る

受
託
製
造
の
枠
組
み
を
超
え
、
コ
ア
技
術
を
生

か
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
言
っ
て
も
よ
い
。

WN社とオムロンのコラボから考えるFA企業の生きる道ま
さ
に
、
い
ま
彼
ら
が
志
向
し
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
形

に
違
い
な
い
▼
日
本
の
Ｆ
Ａ
企
業
が
生
き
残
り
、
強
み

を
発
揮
で
き
る
の
は
ニ
ッ
チ
な
市
場
、
カ
ス
タ
ム
や
小

規
模
ビ
ジ
ネ
ス
を
拾
い
ま
く
る
こ
と
だ
。
昔
か
ら
よ
く

言
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
今
回
の
オ
ム
ロ
ン
の
ケ
ー

ス
で
さ
ら
に
そ
の
思
い
を
強
く
し
た
。
人
手
不
足
の
日

本
は
規
模
の
経
済
争
い
で
は
分
が
悪
い
。
標
準
化
や
ロ

ビ
ー
活
動
も
苦
手
分
野
だ
。
し
か
し
面
倒
や
手
間
が
か

か
る
カ
ス
タ
ム
は
得
意
で
あ
り
、
高
い
技
術
力
も
持
っ

て
い
る
。
カ
ス
タ
ム
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
標
準
品
で
は

満
足
で
き
な
い
人
が
抱
え
る
課
題
。
多
様
化
す
る
時

代
、
カ
ス
タ
ム
ニ
ー
ズ
は
強
ま
り
こ
そ
す
れ
、
弱
ま
る

こ
と
は
な
い
。
そ
こ
を
解
決
す
る
の
も
立
派
な
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
だ
。
小
さ
な
一
つ
ひ
と
つ
の
案
件
で
利
益
を

取
り
、
そ
れ
を
積
み
重
ね
る
。
点
を
集
め
て
面
と
な

る
。
そ
れ
こ
そ
が
日
本
の
生
き
る
道
だ
。

　
あ
ら
ゆ
る
場
所
か
ら
デ
ー
タ
を
集
め
て
活
用
す
る
時
代
。
セ
キ
ュ
ア

で
安
定
し
た
高
速
通
信
イ
ン
フ
ラ
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
普
及
が
加
速

し
、
利
用
範
囲
も
拡
大
し
て
い
る
の
が
「
産
業
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

だ
。
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
機
器
の
数
、
ノ
ー
ド
数
は
増
加

の
一
途
を
た
ど
り
、
特
に
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｄ
Ｘ
、
自
動
化
の
需
要
熱
が

高
い
こ
の
数
年
は
、
普
及
曲
線
は
急
カ
ー
ブ
を
描
い
て
い
る
。

　
日
本
プ
ロ
フ
ィ
バ
ス
協
会

に
よ
る
と
、
２
０
２
２
年
の

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
ノ
ー

ド
数
は
前
年
比
23
・
５
％
増

の
１
０
５
０
万
台
増
加
し
、

累
積
設
置
ノ
ー
ド
数
は
５
８

７
０
万
台
に
達
し
た
。

　
２
０
１
４
〜
15
年
頃
に
１

０
０
０
万
台
を
超
え
て
か
ら

成
長
速
度
は
加
速
し
、
２
０

１
７
年
末
が
２
０
９
０
万

台
、
２
０
１
８
年
末
が
５
１

０
万
台
増
の
２
６
０
０
万

台
、
２
０
１
９
年
末
が
６
４

０
万
台
増
の
３
２
４
０
万

台
、
２
０
２
０
年
末
で
７
３

０
万
台
増
の
３
９
７
０
万

台
、
２
０
２
１
年
末
で
８
５

０
万
台
増
の
４
８
２
０
万

台
、
２
０
２
２
年
末
に
つ
い

に
単
年
で
１
０
０
０
万
台
増

加
を
果
た
し
て
５
８
７
０
万

台
と
な
っ
た
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ス
の
Ｐ
Ｒ

　
産
業
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

専
門
展
示
会
「
産
業
オ
ー
プ

ン
ネ
ッ
ト
展
２
０
２
３
」

が
、
７
月
19
日
と
21
日
の
２

日
間
、
名
古
屋
と
東
京
で
開

催
さ
れ
る
。
会
場
は
、
19
日

は
名
古
屋
国
際
会
議
場
、
21

日
は
東
京
・
大
田
区
産
業
会

館
Ｐ
ｉ
ｏ
。

　
各
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協

会
・
団
体
と
産
業
用
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
器
メ
ー
カ
ー
を
中

心
に
65
社
・
団
体
が
出
展

し
、
各
ブ
ー
ス
で
デ
モ
展
示

を
行
う
ほ
か
、
セ
ミ
ナ
ー
会

場
で
は
40
の
技
術
セ
ミ
ナ
ー

が
実
施
さ
れ
る
。

　
ま
た
特
別
企
画
と
し
て
、

10
協
会
・
13
社
が
参
加
し
て

「
Ｉ
ｏ
Ｔ
接
続
デ
モ
」
を
実

施
す
る
。
工
場
現
場
の
デ
ー

タ
を
ク
ラ
ウ
ド
に
ど
の
よ
う

に
展
開
す
る
か
の
デ
モ
を
複

数
ベ
ン
ダ
ー
の
機
器
、
ソ
フ

　
安
川
電
機
は
、
２
０
２
３

年
度
第
１
四
半
期
決
算
を
発

表
し
、
売
上
高
は
前
年
度
比

18
・
５
％
増
の
１
４
２
５
億

１
３
０
０
万
円
、
営
業
利
益

は
17
・
９
％
増
の
１
６
４
億

４
９
０
０
万
円
、
純
利
益
は

12
・
４
％
増
の
１
１
８
億
４

０
０
万
円
と
な
っ
た
。
グ
ロ

ー
バ
ル
で
製
造
業
の
自
動
化

に
向
け
た
設
備
投
資
が
継
続

し
、
生
産
性
向
上
と
原
材
料

の
価
格
転
嫁
に
よ
る
採
算
性

向
上
に
よ
っ
て
２
桁
以
上
の

増
収
増
益
と
な
っ
た
。

　
事
業
別
で
は
、
モ
ー
シ
ョ

ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
売
上
高

は
25
％
増
の
６
９
５
億
円
。

営
業
利
益
は
43
・
７
％
増
の

98
億
円
。
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
は
中

国
市
場
が
緩
や
か
に
回
復

し
、
イ
ン
バ
ー
タ
は
中
国
の

生
産
が
正
常
化
し
、
米
国
の

オ
イ
ル
・
ガ
ス
関
連
需
要
が

好
調
に
推
移
し
、
大
幅
に
収

益
性
を
改
善
し
増
益
に
寄
与

し
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
売
上
高
は

18
・
５
％
増
の
５
２
８
億

円
、
営
業
利
益
は
86
・
２
％

増
の
62
億
円
。
一
般
産
業
分

野
で
自
動
化
投
資
が
拡
大
し

た
こ
と
、
自
動
車
市
場
で
は

Ｅ
Ｖ
関
連
の
設
備
投
資
の
継

続
、
中
国
の
太
陽
光
パ
ネ
ル

製
造
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

　
日
本
半
導
体
製
造
装
置
協

会
（
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｊ
）
は
、
２
０

２
３
年
度
か
ら
２
０
２
５
年

度
の
３
年
間
の
日
本
製
半
導

体
・
Ｆ
Ｐ
Ｄ
製
造
装
置
の
需

要
予
測
を
発
表
し
た
。
半
導

体
製
造
装
置
・
Ｆ
Ｐ
Ｄ
製
造

層
の
合
計
は
、
２
０
２
３
年

度
こ
そ
20
％
以
上
減
で
大
き

く
落
ち
込
む
が
、
２
０
２
４

年
度
、
２
０
２
５
年
度
と
回

復
し
て
過
去
最
高
額
を
更
新

す
る
見
通
し
で
、
２
０
２
５

年
度
の
合
計
販
売
高
は
４
兆

７
８
６
３
億
円
と
予
測
し

た
。

　
日
本
製
半
導
体
製
造
装
置

は
、
２
０
２
３
年
度
は
米
国

の
対
中
国
輸
出
規
制
や
メ
モ

リ
価
格
下
落
に
よ
る
設
備
投

資
削
減
の
影
響
が
大
き
く
、

23
％
減
の
３
兆
２
０
１
億

円
。
２
０
２
４
年
度
は
メ
モ

リ
投
資
が
回
復
し
、
ロ
ジ
ッ

ク
・
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
ー
も
回

復
し
、
各
国
で
大
型
設
備
投

資
計
画
が
あ
る
こ
と
か
ら
30

％
増
の
３
兆
９
２
６
１
億
円

と
予
測
。
翌
２
０
２
５
年
度

も
増
加
は
継
続
し
、
10
％
増

で 

４
兆
３
１
８
７ 

億
円
と

４
兆
円
の
大
台
を
突
破
す
る

見
通
し
。

　
日
本
製
Ｆ
Ｐ
Ｄ
製
造
装
置

は
、
２
０
２
３
年
度
は
大
型

の
投
資
案
件
が
少
な
い
こ
と

を
受
け
て
20
％
減
の
３
４
２

５
億
円
。
２
０
２
４
年
度
は

Ｇ
８
基
板
で
の
新
技
術
を
使

っ
た
Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
資
が
始
ま

り
、
Ｔ
Ｖ
市
場
も
新
し
い
ハ

イ
エ
ン
ド
製
品
シ
フ
ト
に
向

け
た
投
資
に
よ
り
、
30
％
増

の
４
４
５
３
億
円
と
な
り
、

２
０
２
５
年
度
も
投
資
継
続

で
５
％
増
の
４
６
７
６
億
円

と
予
測
し
た
。

　
【
お
知
ら
せ
】

　
本
紙
７
月
19
日
付
は
休

刊
し
、
次
号
は
７
月
26
日

付
で
発
行
い
た
し
ま
す
。

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

ト
ウ
エ
ア
を
組
み
合
わ
せ
て

構
成
し
、
Ａ
Ｗ
Ｓ
、
Ａ
ｚ
ｕ

ｒ
ｅ
、
Ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ

ｓ
、
Ｏ
Ｒ
ｉ
Ｎ
、
Ｆ
Ｄ
Ｔ
、

各
種
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
技
術
が

ど
の
よ
う
に
工
場
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
関
連
す
る
か
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
同
展
へ
の
参
加
は
無
料
だ

が
、
事
前
登
録
が
必
要
。
参

加
申
込
は
同
展
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト
か
ら
。

http://sangyo-open.
net/
 

【
関
連
特
集
５
～
７
面
】

産
業
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
展

７月19日名古屋、７月21日東京

２都市開催

半
導
体
・
Ｆ
Ｐ
Ｄ
製
造
装
置
需
要
予
測

25
年
度
４
兆
円
突
破
ＳＥＡＪ

Ｄ
Ｘ
で
高
ま
る
需
要

領
域
拡
大
し
普
及
加
速

PROFINET累計ノード数推移

EtherCAT累計ノード数推移

産業用ネットワークノ
ー
ド
数
6000
万
台
に
迫
る
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ

Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
は
、
２
０
２

２
年
の
増
加
数
は
80
万
台
に

と
ど
ま
っ
た
が
、
そ
れ
で
も

累
積
ノ
ー
ド
数
は
６
７
４
０

万
台
と
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ

よ
り
も
大
き
く
な
っ
て
お

り
、
う
ち
１
５
４
０
万
台
が

プ
ロ
セ
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
分
野
の
プ
ラ
ン
ト
で
設
置

さ
れ
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
は
、
２

０
２
２
年
は
33
％
増
の
８
４

０
万
台
の
増
加
を
記
録
し

た
。
累
計
設
置
ノ
ー
ド
は
３

５
７
０
万
台
と
な
り
、
急
速

に
普
及
が
進
ん
で
い
る
。

　
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
を
管

轄
す
る
Ｅ
Ｔ
Ｇ
（
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ

ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
　
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ

ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
　
Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ
）

に
よ
る
と
、
２
０
０
３
年
に

Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
を
公
開

し
て
か
ら
20
年
間
で
設
置
さ

れ
た
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
の

累
計
ノ
ー
ド
数
は
５
９
１
０

万
台
（
モ
ジ
ュ
ー
ル
型
Ｉ
／

Ｏ
デ
バ
イ
ス
を
除
く
）
。
特

に
近
年
は
早
い
ペ
ー
ス
で
増

加
し
て
お
り
、
２
０
２
２
年

だ
け
で
１
８
４
０
万
台
が
増

加
し
た
。

　
２
０
１
４
年
に
５
０
０
万

台
を
突
破
し
て
か
ら
、
２
０

１
５
年
に
６
０
０
万
台
、
２

０
１
６
年
に
８
４
０
万
台
、

２
０
１
７
年
に
１
２
８
０
万

台
、
２
０
１
８
年
に
１
７
０

０
万
台
、
２
０
１
９
年
に
２

０
５
０
万
台
と
指
数
関
数
的

に
拡
大
し
て
き
て
、
２
０
２

０
年
に
は
６
６
０
万
台
増
の

２
７
１
０
万
台
、
２
０
２
１

年
に
は
１
３
６
０
万
台
増
の

４
０
７
０
万
台
、
つ
い
に
２

０
２
２
年
に
は
１
８
４
０
万

台
増
の
５
９
１
０
万
台
と
な

っ
た
。
地
域
的
に
は
特
に
中

国
で
急
速
に
発
展
し
、
北
米

で
も
継
続
的
な
成
長
を
続

け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
長
期

的
に
順
調
に
推
移
し
て
い

る
。

　
ま
た
産
業
用
通
信
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
向
け
半
導
体
チ
ッ

プ
や
機
器
な
ど
を
展
開
す
る

Ｈ
Ｍ
Ｓ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
が
毎
年
ま

と
め
て
い
る
「
産
業
用
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
市
場
シ
ェ
ア
動

向
」
に
よ
る
と
、
産
業
用
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
市
場
は
今
後
も

７
％
の
成
長
率
で
市
場
規
模

・
ノ
ー
ド
数
が
拡
大
し
、
特

に
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
ベ
ー

ス
の
産
業
用
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ

ｅ
ｔ
は
10
％
の
高
い
成
長
率

で
伸
び
て
い
く
と
予
測
し
て

い
る
。

１
Ｑ
は
増
収
増
益

生
産
、採
算
性
向
上
が
奏
功

安川電機

が
好
調
だ
っ
た
。

　
地
域
別
で
は
、
国
内
が
４

０
５
億
円
（
７
・
６
％
増
）、

海
外
が
１
０
２
０
億
円
（
23

・
４
％
増
）
。
海
外
売
上
比

率
は
前
年
か
ら
３
㌽
高
ま
り

72
％
と
な
っ
た
。
米
州
は
３

０
５
億
円
（
26
・
８
％

増
）
、
欧
州
は
２
２
８
億
円

（
22
・
２
％
増
）
、
中
国
は

３
６
４
億
円
（
48
・
９
％

増
）
と
な
っ
た
。
中
国
は
前

年
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
か
ら
の

正
常
化
が
進
ん
で
い
る

　
１
Ｑ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
23
年
度
か
ら
新
中
期
経

営
計
画
「
Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
ｉ
ｚ
ｅ

２
５
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
i3

―
Ｍ
ｅ
ｃ
ｈ
ａ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ

ｃ
ｓ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
確

立
と
し
て
、
９
月
に
発
売
予

定
の
新
型
自
律
ロ
ボ
ッ
ト

「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ
　
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
シ
リ
ー
ズ
」
の
準
備
、

ロ
ボ
ッ
ト
用
サ
ー
ボ
モ
ー
タ

と
ロ
ボ
ッ
ト
生
産
の
新
工
場

建
設
計
画
に
よ
る
生
産
力
強

化
、
欧
州
安
川
の
新
社
屋
建

設
、
米
Ｏ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ
ｉ
　
Ｆ

ａ
ｒ
ｍ
　
Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｏ
ｒ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
と
の
資
本
提
携
な

ど
を
実
施
し
た
。

　
２
０
２
３
年
度
通
期
見
通

し
は
、
売
上
高
５
８
０
０
億

円
（
４
・
３
％
増
）
、
営
業

利
益
７
０
０
億
円
（
２
・
５

％
増
）
、
純
利
益
５
２
３
億

円
（
０
・
９
％
減
）
と
予
測

し
て
い
る
。



２０２３年（令和５年）７月１２日　　　（2）

し
、
最
大
31
台
の
リ
モ
ー
ト

バ
ル
ブ
が
制
御
で
き
る
。

　
ま
た
操
作
専
用
コ
ン
ト
ロ

ー
ラ
「
Ｖ
Ｘ
Ｆ
Ｃ
」
シ
リ
ー

ズ
と
の
組
み
合
わ
せ
で
、
よ

り
効
率
的
な
操
作
と
制
御
が

可
能
と
な
る
。

空
気
用
フ
ロ
ー

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

Ｉ
Ｏ
︱
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
対
応

　
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
、
乾
燥
空
気
や

Ｎ
２
な
ど
の
用
途
に
使
用
さ

れ
る
空
気
用
フ
ロ
ー
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
「
Ｉ
Ｎ
５
０
２
」
＝

写
真
＝
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
流
量
の
自
動

調
整
が
で
き
、
制
御
精
度
は

プ
ラス 

マ
イ

ナ
ス

５
％
Ｆ
．Ｓ
．。
０
・
５

秒
以
下
の
高
速
応
答
で
、
流

量
指
令
に
追
従
し
た
流
量
制

御
が
可
能
。
設
定
流
量
に
自

動
制
御
し
、
装
置
立
ち
上
げ

時
に
は
流
量
指
令
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
成
す
る
だ
け
で
稼
働

開
始
が
で
き
、
制
御
対
象
の

変
更
や
配
管
長
や
口
径
の
変

更
、
構
成
部
品
の
変
更
な
ど

で
接
続
負
荷
条
件
が
変
化
し

て
も
負
荷
変
動
の
影
響
を
削

減
で
き
る
た
め
、
流
量
セ
ン

サ
と
電
空
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
を

組
み
合
わ
せ
て
使
っ
た
時
に

比
べ
導
入
工
数
を
大
幅
に
削

減
で
き
る
。
ま
た
、
グ
リ
ー

ス
の
選
択
が
で
き
、
低
露
点

グ
リ
ー
ス
、
白
色
ワ
セ
リ

ン
、
食
品
用
グ
リ
ー
ス
か
ら

選
ぶ
こ
と
が
可
能
。

　
制
御
診
断
機
能
も
備
え
、

制
御
流
量
未
到
達
エ
ラ
ー
、

接
続
負
荷
エ
ラ
ー
、
制
御
エ

ラ
ー
な
ど
を
検
出
で
き
る
。

　
Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
に
も
対

応
し
て
お
り
、
稼
働
状
況
や

機
器
状
態
を
可
視
化
し
、
通

信
を
通
じ
て
遠
隔
監
視
や
遠

隔
操
作
が
可
能
。

線
が
可
能
と
な
る
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｔ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
タ
イ
プ
「
Ｊ
Ｓ

Ｘ
Ｆ
―
Ｐ
」
＝
写
真
＝
シ
リ

ー
ズ
を
追
加
発
売
し
た
。

同
シ
リ
ー
ズ
は
、
長
寿
命
１

０
０
０
万
回
以
上
、
従
来
製

品
に
比
べ
て
ピ
ー
ク
圧
力
15

％
向
上
、
空
気
消
費
量
35
％

削
減
、
Ｏ
Ｆ
Ｆ
応
答
時
間
45

％
短
縮
、
ス
プ
リ
ン
グ
レ
ス

と
弁
一
体
型
ダ
イ
ヤ
フ
ラ
ム

構
造
で
交
換
簡
単
な
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
性
の
高
さ
、
内
部
流

路
の
最
適
化
設
計
で
流
量
特

性
40
％
向
上
な
ど
高
い
性
能

を
誇
る
パ
ル
ス
バ
ル
ブ
。

　
新
製
品
で
は
、
電
磁
弁
タ

イ
プ
に
制
御
用
基
板
を
内
蔵

し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
Ｂ
Ｏ
Ｘ

が
不
要
と
な
り
、
省
配
線
が

可
能
。
１
台
の
ベ
ー
ス
バ
ル

ブ
が
応
答
時
間
を
一
括
制
御

る
こ
と
が
可
能
。

　
さ
ら
に
Ｐ
ｏ
Ｌ
（
Ｐ
ｏ
ｗ

ｅ
ｒ
　
Ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
　
Ｌ
ｉ
ｎ

ｋ
）
機
能
に
よ
り
、
監
視
カ

メ
ラ
な
ど
の
遠
隔
に
設
置
し

た
Ｐ
ｏ
Ｅ
（
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
　

Ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
　
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ

ｅ
ｔ
）
機
器
へ
の
給
電
も
可

能
に
な
り
、
電
源
な
し
の
遠

隔
地
に
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
こ
と
や
、
既
設
の
ア
ナ

ロ
グ
カ
メ
ラ
用
ケ
ー
ブ
ル
を

利
用
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
化
な

ど
も
実
現
で
き
、
設
置
の
自

　
パ
ト
ラ
イ
ト
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ

制
御
マ
ル
チ
カ
ラ
ー
表
示
灯

「
Ｎ
Ｅ
―
Ｕ
Ｓ
Ｂ
」
に
つ
い

て
、
タ
ッ
チ
セ
ン
サ
付
モ
デ

ル
＝
写
真
＝
を
追
加
し
た
。

　
同
製
品
は
、
Ｐ
Ｃ
等
と
Ｕ

Ｓ
Ｂ
ケ
ー
ブ
ル
で
接
続
、
バ

ス
パ
ワ
ー
で
給
電
で
き
、
マ

ル
チ
カ
ラ
ー
タ
イ
プ
で
用
途

に
合
わ
せ
て
７
色
表
示
が
可

能
な
表
示
灯
。
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
ラ
イ
ブ
ラ
リ
（
Ｄ
Ｌ
Ｌ
）

の
使
用
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
構

築
も
簡
単
に
で
き
、
プ
ロ
ト

コ
ル
仕
様
で
の
制
御
も
で

き
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
以
外

の
Ｏ
Ｓ
で
も
制
御
可
能
。
Ｈ

Ｉ
Ｄ
ク
ラ
ス
で
専
用
ド
ラ
イ

バ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
な
し
で

制
御
が
で
き
る
。
タ
ッ
チ
セ

ン
サ
付
モ
デ
ル
は
、
表
示
灯

上
部
に
触
る
こ
と
で
ス
イ
ッ

チ
代
わ
り
と
し
て
上
位
に
信

号
を
送
っ
て
切
り
替
え
が
で

き
る
。

　
ネ
オ
ジ
ム
マ
グ
ネ
ッ
ト
仕

様
で
デ
ス
ク
や
壁
面
な
ど
簡

単
に
取
り
付
け
可
能
。
イ
ン

チ
ね
じ
で
三
脚
に
も
取
り
付

け
て
使
う
こ
と
も
で
き
る
。

ス
ム
ー
ズ
な
乗
り
継
ぎ
が
可

能
。
浮
き
上
が
り
防
止
ア
タ

ッ
チ
メ
ン
ト
（
タ
ブ
）
あ
り

チ
ェ
ー
ン
で
、
コ
ー
ナ
部
や

上
昇
、
下
降
コ
ン
ベ
ヤ
で
の

浮
上
が
り
を
防
止
し
、
戻
り

側
を
浮
き
上
が
り
防
止
ア
タ

ッ
チ
メ
ン
ト
（
タ
ブ
）
で
受

け
る
こ
と
で
搬
送
面
の
キ
ズ

付
き
を
防
止
、
食
品
搬
送
に

最
適
。
普
通
（
Ｗ
）
仕
様
と

低
摩
擦
・
耐
摩
耗（
Ｌ
Ｆ
Ｇ
）

仕
様
は
食
品
衛
生
法
（
厚
生

省
告
示
第
３
７
０
号
）
に
適

合
し
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
（
ア
メ
リ
カ

食
品
医
薬
品
局
）
認
定
材
質

を
使
用
し
て
い
る
。

　
搬
送
面
が
フ
ラ
ッ
ト
な
曲

線
搬
送
用
チ
ェ
ー
ン
「
Ｔ
Ｐ

Ｕ
Ｍ
Ｆ
１
２
０
０
―
Ｔ
」
、

搬
送
面
の
３
つ
凸
形
状
で
搬

送
物
の
滑
り
落
ち
を
抑
制
す

る
「
Ｔ
Ｐ
Ｕ
Ｍ
Ｆ
１
２
０
０

―
Ｔ
Ｂ
」
、
フ
ラ
イ
ト
付
き

リ
ン
ク
で
「
Ｔ
Ｐ
Ｕ
Ｍ
Ｆ
―

Ｔ
形
」
や
「
Ｔ
Ｐ
Ｕ
Ｍ
Ｆ
―

Ｔ
Ｂ
形
」
と
組
み
合
わ
せ
て

傾
斜
搬
送
が
可
能
な
「
Ｔ
Ｐ

Ｕ
Ｍ
Ｆ
１
２
０
０
Ｆ
―
Ｔ
」

を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
す
る
。

　
椿
本
チ
エ
イ
ン
は
、
搬
送

用
チ
ェ
ー
ン
「
プ
ラ
ト
ッ
プ

チ
ェ
ー
ン
」
に
つ
い
て
、
曲

線
搬
送
用
モ
デ
ル
「
Ｔ
Ｐ
Ｕ

Ｍ
Ｆ
―
Ｔ
／
Ｔ
Ｐ
Ｕ
Ｍ
Ｆ
―

Ｔ
Ｂ
形
」
＝
写
真
＝
を
発
売

し
た
。

　
同
製
品
は
、
従
来
の
Ｔ
Ｐ

Ｕ
形
（
チ
ェ
ー
ン
ピ
ッ
チ
38

・
１
㍉
㍍
）
の
２
分
の
１
と

　
東
芝
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム

ズ
は
、
メ
ー
タ
ー
読
み
取
り

支
援
サ
ー
ビ
ス
「
Ｔ
ｏ
ｒ
ｕ

Ｍ
ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
」に
つ
い
て
、検

針
作
業
時
の
現
場
滞
在
時
間

を
短
縮
す
る「
ま
と
め
撮
り
」

機
能
の
提
供
を
開
始
す
る
＝

図
。
同
サ
ー
ビ
ス
は
電
気
・

ガ
ス
・
水
道
な
ど
の
メ
ー
タ

ー
や
制
御
盤
の
表
示
部
、
電

子
計
測
器
な
ど
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ま
た
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、

読
み
取
っ
た
値
と
写
真
を
電

子
帳
票
に
記
録
す
る
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
。
検
針
作
業
は

空
調
設
備
の
な
い
室
内
や
炎

天
下
の
屋
外
な
ど
で
行
う
た

め
、
長
時
間
滞
在
で
熱
中
症

リ
ス
ク
が
高
ま
り
、
手
早
い

作
業
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
同
社
は
、

現
場
で
は
検
針
用
の
写
真
撮

影
だ
け
を
集
中
的
に
行
い
、

　
ア
ル
フ
ァ
Ｔ
Ｋ
Ｇ
（
東
京
都
中

央
区
）
は
、
精
密
板
金
業
界
向
け

ロ
ボ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
製

造
業
特
化
型
事
務
処
理
業
務
自
動

化
ソ
フ
ト
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｒ
Ｐ
Ａ
　

Ｇ
ａ
ｉ
ａ
」
と
ダ
イ
レ
ク
ト
テ
ィ

ー
チ
ン
グ
＆
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
プ
レ

イ
バ
ッ
ク
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
「
ａ
ｌ

ｆ
ａ
Ｊ
ｕ
ｌ
ｉ
ａ
」
の
販
売
を
開

始
し
た
。

　
「
Ｒ
Ｐ
Ａ
　
Ｇ
ａ
ｉ
ａ
」
は
、

Ｅ
Ｄ
Ｉ
受
注
の
デ
ー
タ
取
り
込
み

作
業
、
注
文
書
の
入
力
、
資
料
の

Ｐ
Ｄ
Ｆ
出
力
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
デ
ー
タ
変

換
な
ど
の
作
業
を
自
動
で
行
え
る

ソ
フ
ト
ロ
ボ
ッ
ト
。

　
こ
れ
ま
で
人
手
で
行
っ
て
い
た

紙
や
メ
ー
ル
の
注
文
書
を
自
動
で

整
理
し
て
作
業
指
示
書
を
作
成
で

き
、
手
動
で
約
20
分
か
か
っ
て
い

た
作
業
が
５
分
に
短
縮
で
き
る
。

　
業
務
の
効
率
化
で
コ
ス
ト
削
減

に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、

急
激
な
作
業
量
増
に
も
対
応
で
き

る
た
め
、
従
業
員
の
満
足
度
も
向

上
に
も
貢
献
す
る
。

　
「
ａ
ｌ
ｆ
ａ
Ｊ
ｕ
ｌ
ｉ
ａ
」

は
、
ベ
テ
ラ
ン
作
業
者
の
技
術
を

そ
の
ま
ま
ダ
イ
レ
ク
ト
に
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
し
て
使
え
る
協
働
ロ
ボ
ッ

ト
で
、
多
品
種
少
量
生
産
の
多
い

溶
接
や
バ
リ
取
り
作
業
の
自
動
化

実
現
へ
容
易
に
導
入
で
き
る
。

　
２
つ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
７
月
12

日
か
ら
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開

催
の
「
Ｍ
Ｆ
―
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
に

展
示
す
る
。

数
値
の
読
み
取
り
と
記
録
は

現
場
を
離
れ
た
後
に
、
別
の

場
所
で
行
う
こ
と
が
で
き
る

「
ま
と
め
撮
り
」
機
能
を
開

発
し
た
。
複
数
の
検
針
対
象

を
連
続
し
て
撮
影
し
、
い
っ

た
ん
保
存
し
て
検
針
現
場
の

滞
在
時
間
を
短
縮
。
そ
の

後
、
事
務
所
な
ど
環
境
の
良

い
場
所
に
移
動
し
、
保
存
し

た
写
真
か
ら
数
値
の
読
み
取

り
を
一
括
し
て
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

　
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
式
高
圧
受

電
設
備
や
マ
ル
チ
メ
ー
タ
ー

な
ど
に
採
用
さ
れ
て
い
る
一

定
時
間
で
表
示
が
切
り
替
わ

り
、
複
数
種
の
測
定
値
を
巡

回
表
示
す
る
設
備
や
メ
ー
タ

ー
で
も
、
先
に
メ
ー
タ
ー
写

真
を
連
続
し
て
撮
影
す
る
こ

と
で
、
表
示
の
更
新
待
ち
時

間
を
最
小
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

椿
本
チ
エ
イ
ン　

搬
送
用
チ
ェ
ー
ン

　

曲
線
搬
送
用
モ
デ
ル

東芝インフラシステムズ　メーター読み取り支援

まとめ撮り機能提供

　
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
エ
ク
ス
テ
ン

ダ
を
１
㌔
㍍
ま
で
に
延
長
し

た
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
、
も
し
く

は
ツ
イ
ス
ト
ペ
ア
ケ
ー
ブ
ル

の
両
端
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
す

る
こ
と
で
、
ケ
ー
ブ
ル
を
通

し
て
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
ポ
ー
ト

に
接
続
さ
れ
て
い
る
機
器
間

で
の
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
イ
ー
サ
ネ

ッ
ト
通
信
が
で
き
、
イ
ー
サ

ネ
ッ
ト
通
信
の
制
約
と
な
っ

て
い
る
約
１
０
０
㍍
を
超
え

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

　
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ
ク
ト
（
横
浜
市
港
北
区
）
は
、
１
㌔
㍍
ま
で
の
長
距

離
で
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
通
信
と
給
電
が
可
能
な
「
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
エ
ク
ス

テ
ン
ダ
」
を
、
７
月
11
日
か
ら
日
本
国
内
で
販
売
を
開
始
し
た
。

ギ
ガ
ビ
ッ
ト
エ
ク
ス
テ
ン
ダ　

１
㎞
ま　
　

で

通
信
と
給
電

フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ
ク
トギガビットエクステンダ

パ
ト
ラ
イ
ト　

Ｕ
Ｓ
Ｂ
制
御
マ
ル
チ
カ
ラ
ー
表
示
灯

　

タ
ッ
チ
セ
ン
サ
付
の
仕
様

由
度
が
増
す
と
と
も
に
、
設

置
の
コ
ス
ト
や
時
間
を
削
減

で
き
る
。

　
接
続
ト
ポ
ロ
ジ
は
、
ポ
イ

ン
ト
ツ
ー
ポ
イ
ン
ト
、
ラ
イ

ン
、ス
タ
ー
、リ
ン
グ
と
多
彩

で
、
リ
ン
グ
接
続
で
は
経
路

冗
長
が
可
能
（
Ｐ
ｏ
Ｌ
機
能

は
要
無
効
）。ま
た
、
設
定
は

Ｐ
ｏ
Ｌ
　
機
能
を
有
効
／
無

効
に
す
る
Ｄ
Ｉ
Ｐ
ス
イ
ッ
チ

の
み
の
た
め
簡
単
に
動
作
を

開
始
で
き
、
し
か
も
、
あ
ら

ゆ
る
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
上
の
プ

ロ
ト
コ
ル
の
転
送
が
可
能
。

　
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
、
集
塵
機
用
の

パ
ル
ス
バ
ル
ブ
「
Ｊ
Ｓ
Ｘ
Ｆ

／
Ｊ
Ｓ
Ｘ
Ｆ
Ａ
」
シ
リ
ー
ズ

に
つ
い
て
、
制
御
基
板
を
一

体
化
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
Ｂ

Ｏ
Ｘ
が
不
要
と
な
り
、
省
配

　
コ
ガ
ネ
イ
は
、
エ
ア
レ
ス

の
電
動
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

「
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｌ
」
＝
写
真
＝
を

発
売
し
た
。

　
明
電
舎
は
、
エ
ス
テ
ル
油

入
変
圧
器
に
つ
い
て
、
新
た

に
菜
種
油
入
変
圧
器
＝
写
真

＝
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
追
加

し
た
。

　
近
年
、
環
境
配
慮
型
の
変

電
設
備
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が

高
ま
っ
て
お
り
、
変
圧
器
で

も
、
植
物
由
来
の
エ
ス
テ
ル

を
採
用
し
た
製
品
の
需
要
が

増
加
し
て
い
る
。
同
社
も
絶

縁
冷
却
媒
体
と
し
て
パ
ー
ム

ヤ
シ
脂
肪
酸
エ
ス
テ
ル
を
採

用
し
た
パ
ー
ム
ヤ
シ
油
入
変

圧
器
、
大
豆
油
を
採
用
し
た

大
豆
油
入
変
圧
器
、
合
成
エ

ス
テ
ル
を
採
用
し
た
合
成
エ

ス
テ
ル
油
入
変
圧
器
を
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
と
し
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　

Ｃ
　
２
３
９
０
　
生
分
解
性

電
気
絶
縁
油
に
規
定
さ
れ

る
、
３
種
の
エ
ス
テ
ル
（
植

物
由
来
エ
ス
テ
ル
、
天
然
エ

ス
テ
ル
（
植
物
油
）
、
合
成

エ
ス
テ
ル
）
の
す
べ
て
を
カ

バ
ー
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
今
回
、
火
災
に
対

す
る
安
全
性
に
優
れ
る
「
菜

種
油
」
の
活
用
が
進
み
つ
つ

あ
る
こ
と
か
ら
菜
種
油
入
変

圧
器
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
追

加
し
た
。
特
別
高
圧
ク
ラ
ス

で
、
無
電
圧
タ
ッ
プ
切
り
替

え
ま
た
は
負
荷
時
タ
ッ
プ
切

明
電
舎　

エ
ス
テ
ル
油
入
変
圧
器

　

菜
種
油
入
変
圧
器
を
投
入

　
電
磁
弁
と
同
様
に
Ｏ
Ｎ
、

Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
み
で
制
御
で
き
、

動
作
チ
ェ
ッ
カ
（
Ｅ
Ａ
Ｋ
）

を
使
用
す
る
と
、
手
動
で
電

動
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
Ｏ

Ｎ
、
Ｏ
Ｆ
Ｆ
も
可
能
。
ロ
ッ

ク
後
は
通
電
が
い
ら
ず
省
電

力
。
電
動
オ
ー
ト
ハ
ン
ド
チ

ェ
ン
ジ
ャ
（
Ｅ
Ｍ
Ｊ
）
と
直

接
取
り
付
け
ら
れ
る
。

　
52
㍉
㍍
角
と
70
㍉
㍍
角
の

２
サ
イ
ズ
で
、
平
行
、
揺
動

の
２
タ
イ
プ
を
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
し
て
い
る
。

コ
ガ
ネ
イ 

電
動
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

Ｏ
Ｎ
、Ｏ
Ｆ
Ｆ
で
制
御
　
コ
ガ
ネ
イ
は
、
薄
形
形
状

で
高
剛
性
の
電
動
三
爪
ハ
ン

ド
「
Ｅ
Ｗ
Ｈ
Ｄ
」
シ
リ
ー
ズ

＝
写
真
＝
を
発
売
し
た
。
49

電
動
三
爪
ハ
ン
ド

薄
形
で
高
剛
性

㍉
㍍
の
薄
形
形
状
で
オ
ー
バ

ー
ハ
ン
グ
量
を
減
ら
せ
ロ
ボ

ッ
ト
の
小
型
化
が
可
能
。
本

体
中
央
に
中
空
穴
を
標
準
装

備
し
、
シ
リ
ン
ダ
ロ
ッ
ド
や

エ
ア
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
可

能
。
高
剛
性
で
高
精
度
ガ
イ

ド
で
ワ
ー
ク
を
が
っ
ち
り
つ

か
む
。
コ
ネ
ク
タ
内
蔵
で
万

が
一
の
断
線
の
際
も
中
継
ケ

ー
ブ
ル
（
ロ
ボ
ッ
ト
ケ
ー
ブ

ル
）
を
交
換
す
る
こ
と
で
す

ぐ
に
復
旧
で
き
る
。

り
替
え
、
絶
縁
油
の
循
環
は

自
然
循
環
と
な
っ
て
い
る
。

Ｓ
Ｍ
Ｃ　

集
塵
機
用
パ
ル
ス
バ
ル
ブ

　

省
配
線
タ
イ
プ
追
加

アルファTKG ソフトと協働ロボット販売

MF-TOKYOで披露

な
る
19
・
05

㍉
㍍
の
チ
ェ

ー
ン
ピ
ッ
チ

を
採
用
し
、

コ
ン
ベ
ヤ
の

乗
り
継
ぎ
部

を
省
ス
ペ
ー

ス
化
。

　
突
き
合
わ

せ
レ
イ
ア
ウ

ト
に
よ
り
デ

ッ
ド
ス
ペ
ー

ス
が
小
さ
く

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A
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イスを出品する。

■�パナソニックインダストリー、7月26日〜東京ビッ
グサイト「インダストリーフロンティア」見どころ
紹介ページを公開

　パナソニックインダストリーは、7月26日から東京
ビッグサイトで開催される「インダストリーフロンテ
ィア　工場内の予兆診断・保全展」に出展するに伴
い、出展内容を紹介するページを公開した。
　ブースでは、高調波センシングで予知保全の実現を
支援する「AI設備診断サービス」を出品する。高調
波センシングはすでに自動車・飲料・半導体など多く
の業界で採用が進んでおり、「なぜ振動センサでは難
しい、外乱の多い環境でも対応できるのか？」、「設
備の状態変化は高調波にどのような影響を与えるの
か？」といった視点で、同社独自の特長を原理説明か
ら活用事例までデモ機を交えながら解説する。

■�シュナイダーエレクトリック、インバータ納期お困
り解決ページを公開　国内在庫で即納可能機種も

　シュナイダーエレクトリックは、納期の長期化が続
くインバータについて、納期に困っていてインバータ
ーをなるべく早く納品したいという人向けに、同社の
中小型から大型までインバータ製品を紹介する特設ペ
ージを開設した。
　同社のインバータは、マシンインバーターで世界シ
ェア2位の実績があり、納期も中・小型機種が通常納
期へ回復し、売れ筋機種は国内に在庫を準備して即納
可能となっている。

■�オプテックス・エフエー、外径測定器テクニカルマ
ガジンに「エッジ判定方式とは」を追加

　オプテックス・エフエーは、非接触で高精度に外径
や隙間などを測定する外径測定器について、「外径測
定器テクニカルマガジン」として、カタログには載っ
てこない技術的な情報を多数掲載している。そんな外
径測定器テクニカルマガジンに判定方式の比較を行っ
た「エッジ判定方式とは」の情報を追加した。

■�エニイワイヤ、6月14日～16日で開催された
「Interop Tokyo2023」の出展報告ページを公開　
デンソーと共同出展

　エニイワイヤは、6月14～16日に幕張メッセで開催
された「Interop Tokyo2023」にデンソーと共同出展
し、その時の様子を報告した特設ページを公開した。
ブースでは、「構築され
た給電システムと、計測
省配線システムの融和」
をテーマとして、バスダ
ク ト と P D U 盤 に
AnyWire DB A40series
省配線システムのハード
ウエアを使用し、DCIM
の「garmit」（デンソー）と連携展示をした。

■�国際電業、6月29・30日「TOKUDEN展示会」の出
展ブースの様子を公開

　国際電業は、6月29・30日にツイン
メッセ静岡で行われた「TOKUDEN
展示会」に出展し、その時のブースの
様子を公開した。新商品の無線フット
スイッチTRUEシリーズと、それと生
産管理表示板を連動したデモ展示をは
じめ、工作機械用フットスイッチSFGシリーズと ２
連プロトタイプの提案などを行った。

■�富士電機、2023年9月1日で100周年　特設サイト
を開設

　富士電機は、2023年9月1日で創業
100周年を迎える。それに先立って
100年の歴史を振り返る特設サイトを
公開した。

■�三菱電機、FAサイトに「レーザー加工機GX-Fシリ
ーズ　5つのソリューション特設サイト」を開設

　 三 菱 電 機 は 、
FAサイトに同社
のファイバレーザ
ー加工機GX-Fシ
リーズを紹介する
「レーザー加工機
GX-Fシリーズ　
5つのソリューシ
ョン特設サイト」を開設した。
　自社製の高出力12kw発振器を搭載して高出力発振
器で生産性向上できることに加え、毎年新技術を搭載
して最新技術にアップグレードしていくこと、厚板切
断技術搭載で難加工材でも安定した加工ができること
などの特長を解説している。

■�三菱電機、7月12日〜東京ビッグサイト「MF-
TOKYO2023プレス・板金・フォーミング展」に村
田機械と共同出展

　三菱電機は、7月12日から東京ビッグサイトで開催
される「MF-TOKYO2023プレス・板金・フォーミン
グ展」に、村田機械と共同でレーザ加工機と板金関連
製品を出品する。

■�日立製作所、ベトナム全土の郵便事業のDXに向け
てインフラ構築と物流DX実証を開始

　 日 立 製 作 所
は、ベトナム全
土の郵便事業の
デジタル化に向
け、国営企業の
ベトナム郵便の
デジタルインフ
ラ 構 築 と 物 流
DXの実証を開始する。データベース構築ではデータ
管理・分析ソフトウエア群Pentahoを活用し、分散し
ている配送・車両・顧客等のデータの統合や管理、活
用を検討する。郵便・物流でも、擬似量子コンピュー
タとも言われる独自のCMOSアニーリングを活用し
て最適な郵送計画を作成して業務効率化を検証する。

■�パナソニックインダストリー、7月26日〜東京ビッ
グサイト「テクノフロンティア」見どころ紹介ペー
ジを公開

　パナソニックインダスト
リーは、7月26日から東京
ビッグサイトで開催される
「テクノフロンティア　電
子部品の材料展」に出展するに伴い、出展内容を紹介
するページを公開した。

生産終了

■�オムロン、2024年7月でアンプ分離形光電センサの
センサヘッドE3C-VS1Gなど生産終了

　オムロンは、2023年7月をもってアンプ分離形光電
センサのセンサヘッド「E3C-VS1G」など生産終了す
る。対象製品は、E3C-VS1G、E3C-VS3R（-R）、
E3C-VM35R、E3C-VS7R。最終受注は2024年7月
末、最終出荷は2024年10月末。
　推奨代替品（カッコ内は生産終了機種）は、E3NX-
C A シ リ ー ズ ま た は E 3 Z M - V シ リ ー ズ （ E 3 C -
VS1G）、E3X-ZVシリーズまたはE3Z-Lシリーズ
（E3C-VS3R（-R））、E3NCシリーズまたはE3Z-

LLシリーズ（E3C-VM35R）、E3NCシリーズまたは
E3Z-LLシリーズ（E3C-VS7R）。

■�オムロン、2024年6月でセーフティマットUMAシ
リーズ生産終了

　オムロンは、2024年6月でセーフティマットUMA
シリーズを生産終了する。最終受注は2024年6月末、
最終出荷は2024年9月末。推奨代替品はなし。

■�オムロン、2024年6月でセーフティエッジSGE/
SCC生産終了

　オムロンは、2024年6月でセーフティエッジSGE/
SCCを生産終了する。最終受注は2024年6月末、最終
出荷は2024年9月末。推奨代替品はなし。

　「多様なデバイ
ステクノロジーで
より良い未来を切
り拓き、豊かな社
会に貢献しつづけ
る」をミッション
に掲げ、ブースで
は透明導電フィル
ム（FineX：ファ
インクロス）、光
アクティブコネク
タ（AOC）、感
圧センサ・高精度
ポジションセンサ
の3つのキーデバ

　太陽光発電設備の導入や3棟
全てに同社製の制御システム
PLC-Connector（ピーエルシ
ーコネクタ）で照明や空調機器
を制御してエネルギー消費量を
削減。外皮性能も追求してさま
ざまな最新設備を導入すること
で3棟全て☆5を達成し、最も
難しいと考えられていた厚生棟
は氷蓄熱空調を採用することで
実現した。

■�ヒロセ電機、信号用ケーブルコネクタブランド
SignalBee特設サイト公開

　ヒロセ電機は、「小型ハイパフォーマンス」をコン
セ プ ト と し た 電 源 用 ケ ー ブ ル コ ネ ク タ ブ ラ ン ド
EnerBeeの信号タイプとして生まれた姉妹ブランド
「SignalBee」を紹介する特設サイトを公開した。
　結線ツールの開発も含めた総合的なノウハウの積み
上げによる圧倒的な圧着技術と、確かな品質によって
産業機器をはじめとしたさまざまな分野で使え、高い
パフォーマンスを発揮する。

■�マコメ研究所、8月1日から価格改定
　マコメ研究所は、8月1日から全製品を対象に価格
改定を行い、従来価格から10―20%の値上げを実施
する。

セミナー・イベント情報
■�ロックウェル、9月12日に東京でリアルイベント
「ROKLive Japan2023」開催　7月中旬から参加申
し込み開始

　ロックウェルオートメーションジャパンは、9月12
日に東京・コングレススクエア日本橋で、日本市場に
おけるスマートファクトリー化の重要性を紹介するリ
アルイベント「ROKLive Japan2023」を開催する。
　基調講演は、経済産業省や日本政策投資銀行、野村
総合研究所、NEDO、CESMII（The Clean Energy 
Smart Manufacturing Innovation Institute:米国のス
マート製造に関する国立研究機関）といった国や政府
機関がマクロな内容を話し、ユーザー講演でミクロに
深掘って各企業のDXの適用例などを実際の当事者が
紹介し、さらにパートナー講演でDXを支えている技
術の事例を解説する。また会場では機器やソリューシ
ョンの展示を行い、講演終了後には懇親会も実施する
予定となっている。
　参加申し込みは7月中旬から開始する。

■�北陽電機、技術コラムに「無線リモコンと光リモコ
ンを徹底比較」を掲載

　北陽電機は、技術コラムに「無線リモコンと光リモ
コンを徹底比較」を掲載した。産業用リモコンの電波
式と光式の ２ 方式について、どんな違いがあり、そ
のメリットとデメリットを紹介している。

■�オジデン、P形ソフトタッチタイプのフットスイッ
チ紹介ページを公開

　オジデン（大阪自動電機）
は、弱い力で押せるP形ソフ
トタッチタイプのフットスイ
ッチの紹介ページを公開し
た。
　通常のP形シリーズの動作
力は約9Nだが、同製品の動作力は約2.5Nとさらに弱
い力で押すことができる。

■�ヒロセ電機、最適な同軸ハーネス・アダプタ製品を
検索できる検索ツールWEBページを公開

　ヒロセ電機は、必要な両端の製品とケーブルの情報
を選択すると該当の製品が表示される同軸ハーネス・
アダプタ製品検ツールのWEBページを公開した。

■�不二電機工業、「電力量計無停電交換用ユニット」
UPD形がJECA FAIR2023製品コンクールで大阪府
知事賞を受賞

　不二電機工業の「電力量計無停電交換用ユニット」
UPD形が、JECA FAIR2023製品コンクールで大阪府
知事賞を受賞した。
　同製品は、120A、60A、30A用の電力量計を無停
電で安全で簡単、確
実に交換でき、夜間
の交換作業や停電調
整が不要となり、負
担を減らすことがで
きる。コンクールで
は、電気工事従事者
の人口減少や高齢化
などの現場課題に対
して「省工数による施工改善」として役立つことなど
が高く評価された。

■�河村電器産業、郡山工場３棟全てBELS認証☆5を
取得＆ZEB達成

　河村電器産業の郡山工場内の3棟全てが、建築物省
エネルギー性能表示制度（BELS）の最高評価☆5を
取得し、3棟全てでZEBを達成した。
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■ 熊谷組と清本鉄工、愛媛県西条市に脱炭素バイオマ
ス燃料製造の新工場。共同出資で新たな事業会社も
設立

　熊谷組と清本鉄工
は、共同開発した脱
炭素バイオマス燃料
「ブラックバークペ
レット（国産バーク
材原料、BBP」に
ついて、製造・販売
事業を行う共同出資会社「ローカルエナジーシステム
株式会社」を愛媛県西条市に設立し、合わせてBBP
製造工場を建設する。
　原料となるバーク材（木の皮）は地域材を活用し、
国産材の専門商社である住友林業フォレストサービス
が調達を担い、国内林業活性化ならびに石炭火力発電
への混焼材利用によりCO2排出量を減少させる脱炭素
社会の実現と電力安定供給への貢献を目指す。
　新工場の敷地面積約は1万2000平方㍍。設備投資額
は約30億円。完成予定2024年10月。販売予定2025年
2月。

■ コスモ石油、日揮など4社、大阪府堺市西区に国産
SAFの大規模生産の実証設備を建設

　コスモ石油と日揮ホールディングス、レボインター
ナショナル、SAFFAIRE SKY ENERGYの4社は、国
内 初 と な る 廃 食 用 油 を 原 料 と し た 国 産 S A F
（Sustainable Aviation Fuel：持続可能な航空燃料）
の大規模生産実証設備を大阪府
堺市西区築港新町のコスモ石油
堺製油所に建設する。
　同設備は、100％国産の廃食
用油を原料とした年間約3万㌔
㍑のSAFを生産する。2024年
度内に完工・運転開始を見込
み、大阪・関西万博が開催される2025年にSAFの供
給を開始する予定。また同設備からはバイオプラスチ
ックの原料となるバイオナフサや、リニューアブルデ
ィーゼルも生産する。
　レボインターナショナルと日揮HDが連携して原料
の廃食用油を調達し、SAF生産と需要家への販売は
コスモエネルギーグループ（コスモ石油とコスモ石油
マーケティング）が担い、国内初の国産SAFサプラ
イチェーンの構築に向けた取り組みを加速する。

■ ヨコオ、群馬県富岡市神農原の富岡工場の研究開発
新棟が完成　総工費30億円

　ヨコオは、群馬県富岡市神農原の富岡工場敷地内
に 、 も の づ く り に 関 す る 研 究 ・ 開 発 を 行 う 新 棟
「Micro Process R&D Center（以下MPセンタ
ー）」を開設した。
　新棟は、3階建ての鉄骨造（S造）で延べ床面積は
7000平方㍍。1階はコア技術である微細精密加工の研
究・開発や、生産効率を向上するための技術開発を行
う 他 、 A G V
やツール自動
交換などを活
用して生産工
程の完全自動
化・無人化に
向けた研究を
行う。またオイルミストや臭気を抑える最新設備を導
入し、従業員の健康配慮型となっている。
　2階は、生産システムや設備設計などを行う執務エ
リアと、人の手で組み立てや検査を行っている超極細
プローブの製造自動化に向けたAIやロボットを活用
した研究・開発を行う。また、ものづくり研修センタ
ーとして、ものづくりに必要な基本スキルの習得に加
え、各部門で実際に使っているものと同じ製造ライン
を備え付けて、いつでも実践演習を行える環境を整備

■ ヒーハイスト、埼玉県川越市に直動機器生産の埼玉
工場Ａ棟が完成

　ヒーハイストは、埼玉
県川越市今福に埼玉工場
Ａ棟が完成した。今後の
デジタル化の進展、自動
化関連並びに医療関連の
新棟は、需要増に対して
製品の供給に支障を来すことがないように生産増強が
必要になったため、直動機器のスマート生産体制の確
立を目的として新設した。延床面積は693.65平方㍍。
投資金額は約2億円。稼働開始予定は2023年５月。

■ みちのくコカ･コーラボトリング、岩手県花巻市の
花巻工場に炭酸PETライン増設＆倉庫新設

　みちのくコカ･コーラボトリングは、岩手県花巻市
の花巻工場に新たに炭酸
PETラインを増設した。
　同工場の製造ラインは
これまで、缶ライン2つ
とPETライン1つで稼働
し て き た が 、 昨 今 の
PETボトル製品需要の
高まりからPETライン
の生産能力を改善。機器
の更新を兼ねて缶ライン
を1つに集約し、新炭酸
PETラインを増設する
ことでPETボトル製品
の最大生産数は、750万
ケースから970万ケース
へと220万ケース（約4400万本）向上した。生産能力
は毎分300本、1時間あたり1800本、1日あたり4万
3200本。延べ面積は1万8774平方㍍。3階建て鉄骨造。
　また増産分の製品保管場所として新倉庫も稼働を開
始。保管可能数量は最大55万ケース（約1万パレッ
ト）。既存の敷地内倉庫と合計で165万ケースが収容
可能。これによりトラック約3600台分のCO2削減が期
待できる。

■ アイチコーポレーション、埼玉県上尾市に車両整備
工場新設

　アイチコーポレ
ーションは、上尾
事業所（埼玉県上
尾 市 領 家 字 山 下
1152番地の10）
敷地内の上尾カス
タマーサービスセ
ンターに車両整備工場を新設した。
　新工場では、高所作業車等の架装部検査、シャシ部

国内
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している。3階は、国際色豊かな従業員のニーズに応
える食堂やセミナールーム、礼拝堂を備えた共有フロ
アとなっている。総工費は約30億円。

■ 三菱化工機、三重県四日市の四日市事業所を全面リ
ニューアルして稼働開始

　三菱化工機は、
四日市事業所（三
重 県 四 日 市 大 治
田）を最新の倉庫
設備を備えた事業
所として全面リニ
ューアルして稼働
を開始した。
　同事業所は、1961年の開設以来、主要製造拠点の
一つとして機器製造と工事業務を担い、2010年から
は三菱セルフジェクター（三菱油清浄機）のアフター
サービス部品に特化した倉庫として約5000アイテム
を超える部品を保管・出荷していた。
　今回のリニューアルによって外観をモダンなデザイ
ンに変更し、太陽光発電設備によるGHG排出削減の
取り組みやグリーン電力の調達等、環境面にも配慮。
新しいピッキングカートの導入やレイアウトを工夫し
た部品棚の配置等によって作業効率の向上を実施し
た。敷地内延べ床面積は2593.87平方㍍。

■ ADEKA、千葉県袖ケ浦市の千葉工場でEUVフォト
レジスト向け光酸発生剤の生産設備が竣工

　ADEKAは、千葉県袖ケ浦市北袖3-1の千葉工場で
建設中だったE U V（極端紫外
線）フォトレジスト向け光酸発生
剤の生産設備が完成した。2023
年8月から稼働を開始する。
　先端材料の需要が高まっている
ことから、8月より稼働予定。竣
工した生産設備では、生産能力が
従来の2倍以上となり、新たなプ
ロセス技術を投入したほか、最先端設備の導入で品質
管理能力を高め、1ppb未満の低メタル管理を実現す
る。次世代向け新製品を想定した生産設備も導入し
た。投資金額は約27億円。延床面積は1698平方㍍。

■ 菅公学生服（カンコー）、ブレザー・スラックスの
国内生産体制強化に向け鳥取県米子市の米子工場を
増設

　菅公学生服は、ブレザー・スラックスの国内の生産
体制を強化するため、鳥取県米子市にある米子工場
（鳥取県米子市車尾南）隣接地に新工場を増設する。
12月に着工し、2024年10月の竣工を予定。

　学生服について、多様性への配慮や個性の尊重を背
景としたブレザーやスラックスの需要急増への対応が
急務となるなか、これ以上の自社工場の生産能力増加
は難しく、国内の協力工場も減少傾向にあることから
新工場を建設する。現在の米子工場では主にシャツを
生産しており、増設部分ではブレザーやスラックスの
生産を行う。
　新工場は鉄骨1階建て。地面積は約1万平方㍍。床
面積は約6800平方㍍。投資額は23億円。

■ Orbray、秋田県湯沢市に新本社と新工場を建設　
精密宝石部品やダイヤモンド基板、光通信用部品、
EV用部品など

　Orbray（旧社名：アダマンド並木精密宝石）は、

秋田県湯沢市成沢字柴山にある成沢工業団地および県
有地（旧湯沢商工高校跡地）に本社機能の一部を移転
し、2032年までに既存工場を移転集約する。
　本社機能移転と工場集約は、同社はこれまで精密宝
石部品、光通信部品、ダイヤモンド基板などを製造販
売してきており、既存工場の老朽化対策と新規ビジネ
スを含めて国内事業を更に強化していくための布石と
なる。
　土地面積は約5万5000平方㍍。建物延床面積は約3
万5000平方㍍。投資額は約100億円。

■ 栃木精工、栃木工場を増築　クリーンルームを備
え、注射針製造に特化

　栃木精工は、生産力強化を目的に増築工事を進めて
いた本社・栃木工場の新棟が完成した。
　新棟は、同工場（中央棟）の南側の3階建て・延べ
床面積約1800平方㍍となっており、最新のクリーン
ルームを設置し注射針の製造に特化した工場になって
いる。

■太陽化学、三重県四日市市に新工場
　太陽化学は、三重県四⽇市市⼭⽥町の南部工場内
に、独自の機能性素材を中心に配合して最終商品形態
まで加工可能にする新工場を竣工した。
　新工場では顆粒パッケージ製品を生産し、生産能⼒
は約3500㌧。IoT等先端技術の導入によるスマート工
場にも挑戦することで、高品質な製品を提供し、時代
が求める健康維持・増進ニーズに寄与することを目指
す。延床⾯積は2380平方㍍。

■ ケンミン食品、兵庫県丹波篠山市の篠山工場にビー
フンなど米めん製造施設を新設

　ケンミン食品は、兵庫県丹波篠山市にあるケンミン
食品篠山工場内に、現在販売しているタイ米ビーフン
に加え、新たに国産米を使用したビーフンを始めとす
る米めんの開
発を行う製造
施 設 を 2 0 2 3
年 1 2 月 に 新
設する。
　新棟では、
ビーフン、ラ
イスパスタ、
ライスラーメ
ンなど米で作
られた麺類を製造し、小麦アレルギーを持っている人
やグルテンフリー生活をしている人に向け、安心し
て、美味しい食品を届けることを目的とする。また年
々低下している日
本国内の水稲作付
面積の低下抑制に
も貢献する。
　設備投資は、農
林水産省の「令和
４年度米粉利用拡
大支援対策事業補
助金のうち、米粉
商品開発等支援対
策事業」に申請し
補助金交付の認可
を受け着工。設備
投資額は約4000
万円。

車 検 （ 認 証 工
場）、塗装、鈑金
補修、大規模修理
を一貫して行うた
めの設備を備え、
顧客にワンストッ
プサービスを提供
する。
　 延 床 面 積 は
1170平方㍍。着
工 は 2 0 2 2 年 1 0
月。建物竣工予定
は2023年5月。設
備 稼 働 予 定 は
2023年6月。
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産業オープンネット展　2023
７月19日（水）名古屋国際会議場
７月21日（金）東京・大田区産業プラザ

　
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
推
進
す
る
協
会

・
団
体
が
共
催
し
、
産
業
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

使
う
メ
リ
ッ
ト
を
展
示
説
明
す
る
同
展
は
、
２

０
１
２
年
に
第
１
回
を
開
催
し
、
そ
の
後
毎
年

リ
ア
ル
開
催
し
て
き
た
が
、
20
、
21
年
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
。
22
年
は
３
年
ぶ
り
に
東
京
で

リ
ア
ル
開
催
し
42
社
が
出
展
し
、
約
６
０
０
人

が
来
場
し
た
。

　
今
年
も
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
の

た
め
活
動
を
し
て
い
る
10
の
協
会
・
団
体
が
共

催
で
参
加
す
る
ほ
か
、
メ
ー
カ
ー
が
53
社
（
東

京
会
場
の
み
参
加
２
社
）
で
、
昨
年
よ
り
11
社

増
え
た
。

　
産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
動
向
に
興
味
が
あ
る

方
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

に
注
目
さ
れ
る
方
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
の
開

発
方
法
を
知
り
た
い
方
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
よ

り
詳
し
く
理
解
さ
れ
た
い
方
な
ど
に
と
っ
て
最

適
な
機
会
と
な
る
。

　
同
展
は
、
大
き
く
展
示
と
セ
ミ
ナ
ー
（
プ
レ

ゼ
ン
）
と
特
別
企
画
で
構
成
。
東
京
会
場
の
セ

ミ
ナ
ー
は
録
画
し
て
後
日
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で

も
配
信
す
る
。

　
工
場
の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ベ
ン
ダ
ー
か
ら

提
供
さ
れ
た
多
様
な
機
器
・
装
置
が
稼
働
し
て

　
ま
た
、
今
年
の
産
業
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
展
は

工
場
現
場
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
、
機
器
の
展

示
に
加
え
て
、
マ
ル
チ
ベ
ン
ダ
ー
に
よ
る
ク
ラ

ウ
ド
接
続
を
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
接
続
デ
モ
」
と
し
て
の

特
別
展
示
も
行
う
。

お
り
、
そ
れ
ら
を
つ
な
い
で
デ
ー
タ
・
情
報
を

簡
単
に
効
率
よ
く
安
定
し
て
通
信
さ
せ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
同
展
で
は
「
現
場
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
ま
で
を
つ

な
ぐ
産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
」
の
最
新
動
向

を
実
際
に
見
て
、
聞
い
て
、
触
れ
て
体
験
で
き

る
場
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
産
業
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
機
器
の
動
向
を

知
り
た
い
」
、
「
工
場
現
場
で
使
用
す
る
ケ
ー

ブ
ル
と
コ
ネ
ク
タ
は
ど
ん
な
も
の
」
、
「
工
場

現
場
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
ま
で
デ
ー
タ
を
ど
の
よ
う

に
通
す
か
」
、
「
安
心
、
安
全
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
設
計
を
し
た
い
」
、
「
産
業
用
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
機
器
の
開
発
方
法
を
知
り
た
い
」
な
ど
を

解
決
で
き
る
展
示
会
と
な
っ
て
い
る
。

　
会
社
の
中
で
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
く
と
、
工

場
現
場
の
運
転
、操
業
の
デ
ー
タ
・
情
報
を
工
程

間
、工
場
間
、ま
た
は
部
門
間
で
ど
の
よ
う
に
共

有
す
る
か
の
議
論
が
出
て
く
る
が
、安
全
で
、し

か
も
確
実
に
デ
ー
タ
、
情
報
を
伝
達
す
る
方
法

　
ま
た
、
共
催
協
会
、
協
力
協
会
、
協
賛
会
社

に
よ
る
40
の
「
セ
ミ
ナ
ー
」
も
開
催
さ
れ
る
。

　
産
業
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
の
技
術
、
製

品
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
し
て
、
最
新
情
報
を
得

る
こ
と
で
、
全
世
界
で
拡
大
す
る
産
業
用
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
全
貌
を
確
認
が
で
き
る
。

　
セ
ミ
ナ
ー
は
名
古
屋
、
東
京
と
も
５
会
場
に

分
か
れ
て
10
時
30
分
か
ら
16
時
30
分
ま
で
、
各

セ
ミ
ナ
ー
30
分
間
で
同
時
に
行
わ
れ
る
。
最
新

の
技
術
動
向
や
最
新
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が

紹
介
さ
れ
る
こ
と
か
ら
見
逃
せ
な
い
。

　
セ
ミ
ナ
ー
聴
講
、
展
示
デ
モ
の
参
加
は
無
料

で
、
入
場
・
退
場
も
自
由
で
あ
る
が
事
前
に
参

加
申
し
込
み
が
必
要
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
す
で
に

満
員
に
な
っ
て
い
る
コ
ー
ス
も
あ
る
。

　
参
加
申
し
込
み
ア
ド
レ
ス
（https://

www.sangyo-open.net

）
。

と
し
て
ク
ラ
ウ
ド
接
続
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
接
続
デ
モ
」
で
は
、
現
場
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
機
器
が
持
っ
て
い
る
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｗ

Ｓ
、
Ａ
ｚ
ｕ
ｒ
ｅ
な
ど
の
ク
ラ
ウ
ド
に
展
開
す

る
デ
モ
を
行
う
。
ク
ラ
ウ
ド
接
続
の
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
器
、
技
術
が
登
場
し
て
い
る

が
、
今
回
は
産
業
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
展
に
協
賛

し
て
い
る
協
会
・
会
社
の
技
術
を
使
っ
て
、
９

通
り
の
方
法
で
工
場
現
場
デ
ー
タ
を
ク
ラ
イ
ド

に
上
げ
る
デ
モ
を
披
露
す
る
。

　
ク
ラ
ウ
ド
に
上
げ
た
デ
ー
タ
が
現
場
デ
ー
タ

と
一
致
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
ク
ラ
ウ
ド
の
デ

ー
タ
を
自
分
の
ス
マ
ホ
の
画
面
か
ら
確
認
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
単
に
「
つ
な
が
っ

た
デ
ー
タ
が
見
え
る
」
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

「
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
て
い
る
か
」
を
理
解
で

き
る
デ
モ
も
用
意
し
、
工
場
現
場
デ
ー
タ
を
ク

ラ
ウ
ド
に
接
続
す
る
た
め
の
イ
メ
ー
ジ
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｗ
Ｓ
、
Ａ
ｚ
ｕ
ｒ
ｅ
な
ど
へ
の
接

続
に
つ
い
て
も
知
り
た
い
方
は
リ
ア
ル
に
動
く

機
器
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
接
続
デ
モ
」
に
参
加
す
る
の
は
、

Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ジ
ャ
パ
ン
、

Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ 

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ

ｙ 

Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ
、
Ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
、
Ｆ
Ｄ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
日
本
支

部
、
Ｏ
Ｄ
Ｖ
Ａ 

Ｔ
Ａ
Ｇ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
、
Ｏ
Ｒ

ｉ
Ｎ
協
議
会
、
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
協
会
、
Ｊ
Ｅ

Ｍ
Ａ
　
Ｆ
Ｌ
―
ｎ
ｅ
ｔ
推
進
委
員
会
、
日
本
プ

ロ
フ
ィ
バ
ス
協
会
、
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｋ
協
会
、
ア
ナ
ザ
ー
ウ
ェ
ア
、
Ｈ
Ｍ
Ｓ
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
、
エ
ン
ド
レ

ス
ハ
ウ
ザ
ー
ジ
ャ
パ
ン
、
　
Ｅ
ｍ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ 

Ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
ｗ
ａ
ｒ
ｅ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
、
シ
ー
メ

ン
ス
、
た
け
び
し
、
Ｍ
ｏ
ｘ
ａ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
、
日
本
テ
レ
ガ
ー
ト
ナ
ー
、
日
本
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク 

イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ー
、
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ
ク
ト
、
ヤ
マ

ハ
、
ル
ネ
サ
ス 

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
。

　
産
業
用
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
推
進
す
る
各
団
体
や
会
社
が
一
堂
に
会
し
、
セ
ミ

ナ
ー
と
デ
モ
を
通
し
て
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
採
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
紹
介
す
る

「
産
業
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
展
２
０
２
３
」
（
主
催
＝
産
業
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
展
準
備
委
員

会
）
が
、
名
古
屋
（
７
月
19
日
、
名
古
屋
国
際
会
議
場
）
と
東
京
（
７
月
21
日
、
太
田
区

産
業
会
館
Ｐ
ｉ
ｏ
）
で
開
催
さ
れ
る
。
開
場
時
間
は
両
会
場
と
も
10
時
～
17
時
。
入
場
は

無
料
（
登
録
制
）
。
（
写
真
は
昨
年
の
産
業
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
展
）

現
場
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
ま
で
つ
な
ぐ

産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
ず
ら
り

10協会・団体／53社が出展
　■協賛団体（50音順）
　ＩＯ－Ｌｉｎｋコミュニティジャパン／
ＥｔｈｅｒＣＡＴ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ
　Ｇｒｏｕｐ／ＦＤＴグループ日本支部／
ＯＤＶＡ ＴＡＧ Ｊａｐａｎ（日本支部）
／ＯＲｉＮ協議会／一般社団法人ＣＣ－Ｌ
ｉｎｋ協会／日本ＡＳ－ｉ協会／一般社団
法人日本電機工業会ＦＬ―ｎｅｔネットワ
ーク推進委員会／ＮＰＯ法人日本プロフィ
バス協会／ＭＥＣＨＡＴＲＯＬＩＮＫ協会

　■協賛会社（50音順）
　アークテイク／ｉｆｍ ｅｆｅｃｔｏｒ
／アドバンテック／アナザーウェア／アル
ゴシステム／ＩＣＯＰ Ｉ．Ｔ．Ｇ／イン
ターフェース／ＨＭＳインダストリアルネ
ットワークス／エニイワイヤ／Ｍ２Ｍクラ
フト／エンドレスハウザージャパン／Ｅｍ
ｐｒｅｓｓ Ｓｏｆｔｗａｒｅ Ｊａｐａｎ
／オプテックス・エフエー／倉茂電工／ケ
ーメックス・オートメーション／コムクラ
フト／ＪＳＬテクノロジー／シェルバ／シ
ステック／図研エルミック／ステップテク
ニカ／ストーバージャパン／スリーエムジ
ャパン／ターク・ジャパン／大電／たけび
し／テクノ／日星電気／日本製線／日本テ
レガートナー／日本パルスモーター／日本
モレックス／ハーティング／パナソニック
インダストリー／バルーフ／ＰＦＵ／ヒル
シャー・ジャパン／ヒロセ電機／フエスト
／フエニックス・コンタクト／ベッコフオ
ートメーション／マイクロネット／三菱電
機／三菱電機エンジニアリング／Ｍｏｔｉ
ｏｎｎｅｔ協会／Ｍｏｘａ Ｊａｐａｎ／
モベンシス／ヤマハ／リコーインダストリ
アルソリューションズ／リンスコネクト／
ルネサスエレクトロニクス／ワゴジャパン

出展協賛団体と会社

マ
ル
チ
ベ
ン
ダ
ー
に
よ
る

「
Ｉ
ｏ
Ｔ
接
続
デ
モ
」展
示40のセミナーで動向把握
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エ
ニ
イ
ワ
イ
ヤ
は
、
独
自
の
省
配
線

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
Ａ
ｎ
ｙ
Ｗ
ｉ
ｒ
ｅ
Ａ

産
業
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
展 

出
展
各
社
の

製
品
紹
介

既
設
設
備
の
監
視
で
Ｉ
ｏ
Ｔ
化

エニイワイヤ

https://www.anywire.jp/products/sekisou/

積層式表示灯稼働監視構築セット

Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
（
エ
ニ
イ
ワ
イ
ヤ
ア
ズ
リ

ン
ク
）
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
「
積
層
式

表
示
灯
稼
働

監
視
構
築
セ

ッ
ト
」
を
発

売
す
る
。

　
こ
の
セ
ッ

ト
は
装
置
の

配
線
を
切
断

す
る
こ
と
な

く
信
号
線
を

小
型
の
Ｃ
Ｔ

で
簡
単
ク
ラ

ン
プ
す
る
だ

け
で
、
積
層

式
表
示
灯
の

Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ

Ｆ
信
号
を
取

得
す
る
こ
と
が
可
能
。
既
設
設
備
を
稼

働
監
視
す
る
た
め
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
導
入
し

た
い
、
容
易
に
低
コ
ス
ト
で
導
入
し
た

い
と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
る
工
場
や
施

設
な
ど
へ
の
課
題
解
決
と
し
て
ア
プ
ロ

ー
チ
す
る
。

　
小
型
で
省
配
線
な
た
め
設
置
が
困
難

だ
っ
た
場
所
で
も
簡
単
に
後
付
け
で
き

る
。
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
見
え
る
化
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
人
が

確
認
し
て
い
た
作
業
を
デ
ー
タ
で
一
元

管
理
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
生
産
性
の

向
上
や
働
き
方
改
革
に
も
つ
な
が
る
事

が
期
待
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
三
菱
電
機
が
提
供
す
る
ｅ
―

Ｆ
＠
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
支
援
モ
ジ
ュ
ー
ル
に

対
応
し
、
デ
バ
イ
ス
割
付
け
や
パ
ラ
メ

ー
タ
設
定
な
ど
の
基
本
設
定
の
み
で
生

産
現
場
レ
ベ
ル
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
支
援
す

る
。

産
業
用
通
信
に
お
困
り
の
方
へ
！

HMSインダストリアルネットワークス

https://www.anybus.com/ja

Anybus CompactCom

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
需
要
も
拡
大
し
、
他
社

よ
り
早
期
の
製
品
開
発
お
よ
び
市
場
投

入
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
そ
れ
に
対
し
Ｈ
Ｍ
Ｓ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ア
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ス
の

「
Ａ
ｎ
ｙ
ｂ

ｕ
ｓ
（
エ
ニ

バ
ス
）
」
製

品
は
、
組
み

込
み
製
品
、

ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
製
品
、
ワ

イ
ヤ
レ
ス
製

品
と
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
を
豊

富
に
そ
ろ

え
、
要
望
に

応
じ
た
適
切
な
提
案
が
可
能
。
Ｆ
Ａ
機

器
メ
ー
カ
ー
に
お
け
る
産
業
用
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
開
発
時
間
を
最
小
化
で
き
、

自
社
の
製
品
開
発
に
よ
り
集
中
で
き
る

こ
と
で
、
製
品
開
発
期
間
の
短
縮
を
可

能
に
す
る
。
な
か
で
も
組
み
込
み
製
品

で
あ
る
「
Ａ
ｎ
ｙ
ｂ
ｕ
ｓ
　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ

ａ
ｃ
ｔ
Ｃ
ｏ
ｍ
（
エ
ニ
バ
ス
　
コ
ン
パ

ク
ト
コ
ム
）
」
は
、
「
評
価
・
開
発
に

有
用
な
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ｋ
ｉ
ｔ
」

と
「
無
償
提
供
の
サ
ン
プ
ル
コ
ー
ド
」

を
利
用
す
る
こ
と
で
最
短
で
の
市
場
投

入
を
実
現
す
る
。

　
ま
た
、
機
能
安
全
対
応
の
た
め
安
全

通
信
の
実
装
を
必
要
と
さ
れ
る
ケ
ー
ス

で
は
、
安
全
認
証
取
得
済
み
の
ハ
ー
ド

ウ
エ
ア
と
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
も
用
意
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
製
品
を
使
用
す
る
こ

と
で
、
認
証
取
得
工
数
の
削
減
が
期
待

で
き
る
。

機
器
を
手
間
な
く
つ
な
ぐ

アドバンテック

https://www.advantech.com/ja-jp

リモート監視のためのサービス

一
の
機
器
を
販
売
す
る
だ
け
で
な
く
、

統
一
の
ソ
フ
ト
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に

よ
る
開
発
効
率
化
へ
役
立
て
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
産
業
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
展
２
０
２
３

で
、
機
器
の
展
示
を
行
う
だ
け
で
な

く
、
ク
ラ
ウ
ド
、
オ
ン
プ
レ
ミ
ス
、
デ

ー
タ
収
集
の
機
器
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

つ
な
い
で
、
労
働
力
不
足
と
、
属
人
的

な
計
測
か
ら
数
値
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
基
準

を
持
っ
た
計
測
へ
移
行
さ
せ
る
た
め
に

役
立
つ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
展
示
も
行

う
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト

製
品
（
Ｅ
Ｋ
Ｉ
シ
リ
ー
ズ
、
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｍ

シ
リ
ー
ズ
）
、
Ｒ
Ｓ
―
４
８
５
製
品

（
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｍ
シ
リ
ー
ズ
、
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
シ

リ
ー
ズ
）
、
無
線
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
（
Ｅ

Ｃ
Ｕ
シ
リ
ー
ズ
）
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
製

品
（
Ｗ
ｅ
ｂ
Ａ
ｃ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ

Ｄ
Ａ
、
Ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
、
Ｎ
ｏ
ｄ

ｅ
―
Ｒ
Ｅ
Ｄ
）
、
こ
れ
ら
フ
ァ
ン
レ
ス

産
業
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
Ｕ
Ｎ
Ｏ
）
を

組
み
合
わ
せ
た
シ
ス
テ
ム
例
を
紹
介
す

る
。
ま
た
、
「
シ
ス
テ
ム
活
用
事
例
紹

介
：
機
器
や
ソ
フ
ト
を
手
間
な
く
『
つ

な
ぐ
』
を
実
現
」
を
テ
ー
マ
に
、
セ
ミ

ナ
ー
も
実
施
す
る
予
定
だ
。

　
ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク
で
は
、
産
業
用
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
加
え
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
機
器
や
Ｉ
Ｏ
か
ら
の
デ
ー
タ
収
集
の

機
器
も
製
造
し
て
い
る
。
全
世
界
で
販

売
す
る
共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

利
用
し
た
製
品
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
同

　
Ｆ
Ａ
機
器
メ
ー
カ
ー
の
製
品
が
「
世

界
各
地
で
の
採
用
」
と
「
他
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
展
開
」
が
広
が
る
と
、

そ
れ
に
伴
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
用
ネ
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Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｏ
は
産
業
用
マ
ネ
ー
ジ
ド
ス

イ
ッ
チ
「
８
５
２
シ
リ
ー
ズ
」
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
特
化
し
た

新
製
品
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
た
。

　
同
製
品
は
、
Ｍ
Ａ
Ｃ
ｓ
ｅ
ｃ
、
お
よ

び
Ｖ
Ｌ
Ａ
Ｎ
機
能
を
内
蔵
し
、
簡
単
な

操
作
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
暗
号
化
を

特
長
と
す
る
。
８
５
２
―
１
３
２
２
は

産
業
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
展 

出
展
各
社
の

製
品
紹
介

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
特
化

ワゴジャパン

https://www.wago.co.jp/

産業用マネージドスイッチ
「８５２シリーズ」

８
ポ
ー
ト
の
う
ち
２
ポ
ー
ト
に
、
８
５

２
―
１
３
２
８
は
Ｓ
Ｆ
Ｐ
２
ポ
ー
ト
に

Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
８
０
２
・
１
Ａ
Ｅ
規
格
Ｍ
Ａ

Ｃ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
よ
る
１
２
８
ビ
ッ

ト
暗
号
化
通
信
用
ポ
ー
ト
を
実
装
。
こ

れ
に
よ
り
、
高
い
デ
ー
タ
ス
ル
ー
プ
ッ

ト
で
送
信
者
の
デ
ー
タ
整
合
性
と
認
証

が
保
証
さ
れ
る
。
こ
の
ポ
ー
ト
を
使
用

し
た
ス
イ
ッ
チ
間
の
通
信
は
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
性
が
高
く
、
外
部
か
ら
の
ハ
ッ
キ

ン
グ
対
策
に
利
用
で
き
る
。

　
８
５
２
―
１
３
２
８
は
、
オ
プ
シ
ョ

ン
の
Ｓ
Ｆ
Ｐ
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
使
用
し
て

光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
す
る
こ

と
で
最
大
80
㌔
㍍
の
遠
距
離
通
信
が
可

能
。
両
モ
デ
ル
と
も
Ｒ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
に
よ
る

リ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
お
よ

び
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｎ
機
能
に
対
応
。
ポ
ー
ト
ミ

ラ
ー
リ
ン
グ
機
能
も
備
え
、
パ
ケ
ッ
ト

ア
ナ
ラ
イ
ザ
と
併
用
す
る
こ
と
で
各
種

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ト
ラ
ブ
ル
解
析
に
も
利

用
で
き
る
。

　
電
源
コ
ネ
ク
タ
に
は
同
社
の
Ｃ
ａ
ｇ

ｅ
Ｃ
ｌ
ａ
ｍ
ｐ
ス
プ
リ
ン
グ
式
コ
ネ
ク

タ
を
採
用
し
て
お
り
、
結
線
作
業
の
省

力
化
を
実
現
し
長
期
信
頼
性
に
優
れ

る
。
製
品
サ
イ
ズ
は
小
型
で
（
45
×
90

×
１
１
０
㍉
㍍
）
、
制
御
盤
内
な
ど
に

省
ス
ペ
ー
ス
で
実
装
で
き
る
。

生
産
性
向
上
と
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
削
減

三菱電機

http://www.mitsubishielectric.co.jp/fa/

オープン統合ネットワーク
「ＣＣ―Ｌｉｎｋ ＩＥ ＴＳＮ」対応製品

量
デ
ー
タ
を
高
速
で
伝
送
で
き
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
　
Ｉ
Ｅ

　
Ｔ
Ｓ
Ｎ
」
を
中
心
に
展
示
す
る
。

　
「
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
　
Ｉ
Ｅ
　

Ｔ
Ｓ
Ｎ
」
は
、
同
社
の
ス
マ
ー
ト

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ

る
Ｆ
Ａ
統
合
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

「
ｅ
―
Ｆ
＠
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
」
の
具

現
化
へ
、
生
産
現
場
の
さ
ま
ざ
ま

な
機
器
か
ら
簡
単
に
デ
ー
タ
を
収

集
し
、
高
速
で
安
定
し
た
制
御
を

実
施
し
な
が
ら
工
場
全
体
の
Ｉ
Ｉ

ｏ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
を
構
築
す
る
こ
と

で
、
生
産
性
向
上
と
ト
ー
タ
ル
コ

ス
ト
削
減
に
貢
献
す
る
。
「
Ｃ
Ｃ

―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
　
Ｉ
Ｅ
　
Ｔ
Ｓ

Ｎ
」
は
、
サ
イ
ク
リ
ッ
ク
通
信
で

リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
を
保
証
し
た
制

御
を
実
施
し
な
が
ら
、
非
リ
ア
ル
タ
イ

ム
通
信
の
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
と
の
情
報
通

信
も
シ
ー
ム
レ
ス
で
混
在
使
用
で
き

る
。
こ
の
た
め
、
汎
用
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ

ｅ
ｔ
通
信
機
器
を
１
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
統
合
で
き
、
多
様
な
機
器
を
用
い

た
柔
軟
な
シ
ス
テ
ム
構
築
が
可
能
に
な

る
と
と
も
に
、
優
れ
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

機
能
も
備
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
時
分
割
方
式
で
最
小
通
信
周

期
31
・
25 

µs
の
高
速
リ
ン
ク
ス
キ
ャ

ン
、
お
よ
び
従
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
比
16

倍
の
高
速
処
理
を
実
現
。

　
同
社
の
「
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
　
Ｉ
Ｅ

　
Ｔ
Ｓ
Ｎ
」
対
応
製
品
は
、
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｓ

Ｅ
Ｃ
　
ｉ
Ｑ
―
Ｒ
／
ｉ
Ｑ
―
Ｆ
シ
リ
ー

ズ
マ
ス
タ
・
ロ
ー
カ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
を
は

じ
め
、
サ
ー
ボ
、
イ
ン
バ
ー
タ
、
ロ
ボ

ッ
ト
、
表
示
器
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）
、
ブ
ロ
ッ

ク
タ
イ
プ
リ
モ
ー
ト
ユ
ニ
ッ
ト
な
ど
が

完
備
。

12
種
の
産
業
用
通
信
に
対
応

ヒルシャー・ジャパン

https://www.hilscher.com/ja/

小型ＰＣ対応のＰＣカード
「ｃｉｆＸ Ｍ・２」

フ
ェ
ー
ス
Ｍ
・
２
に
対
応
し
た
組
み
込

み
用
の
超
小
型
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
カ

ー
ド
。
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
、
Ｐ
Ｒ
Ｏ

Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
、

Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｎ

ｅ
ｔ
／
Ｉ
Ｐ
、

Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ

ｋ
、
Ｄ
ｅ
ｖ
ｉ

ｃ
ｅ
Ｎ
ｅ
ｔ
な

ど
12
種
類
の
産

業
用
通
信
プ
ロ

ト
コ
ル
に
１
つ

の
カ
ー
ド
で
対

応
可
能
で
、
高

い
柔
軟
性
と
拡

張
性
を
併
せ
持

ち
、
調
達
コ
ス

ト
の
削
減
に
も

貢
献
す
る
。

　
Ｍ
・
２
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
持
つ

す
べ
て
の
Ｐ
Ｃ
を
、
産
業
用
通
信
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
付
き
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
と

し
て
即
座
に
使
用
可
能
。
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
は
プ
ロ

ト
コ
ル
ご
と
に
公
開
さ
れ
た
Ａ
Ｐ
Ｉ
を

使
用
し
て
行
う
仕
組
み
だ
が
、
サ
ン
プ

ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
公
開
さ
れ
て
お
り
、

ヒ
ル
シ
ャ
ー
の
実
績
豊
富
な
ｃ
ｉ
ｆ
Ｘ

フ
ァ
ミ
リ
で
開
発
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
　

　
そ
の
他
、
マ
ス
タ
／
ス
レ
ー
ブ
の
両

方
に
対
応
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
用
ド
ラ

イ
バ
、
お
よ
び
設
定
ツ
ー
ル
の
ラ
イ
セ

ン
ス
付
き
、
Ｐ
Ｃ
　
Ｅ
ｘ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ

　
ｘ
１
ラ
イ
ン
を
サ
ポ
ー
ト
、
と
い
っ

た
多
彩
な
特
長
を
備
え
、
各
種
リ
ア
ル

タ
イ
ム
Ｏ
Ｓ
用
ド
ラ
イ
バ
の
提
供
（
一

部
有
償
）
も
行
っ
て
い
る
。

１
㌔
先
の
カ
メ
ラ
遠
隔
操
作

フエニックス・コンタクト

https://www.phoenixcontact.com/ja-jp/events-and-news/news/extender-g

イーサネット通信と給電可能な
「ギガビットエクステンダ」

能
な
「
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
エ
ク
ス
テ
ン
ダ
」

を
発
売
す
る
。

　
同
製
品
は
、
１
㌔
㍍
ま
で
に
延
長
し

た
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
、

も
し
く
は
ツ
イ
ス
ト

ペ
ア
ケ
ー
ブ
ル
の
両

端
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置

す
る
と
、
そ
れ
ら
の

ケ
ー
ブ
ル
を
通
し
て

本
製
品
の
イ
ー
サ
ネ

ッ
ト
ポ
ー
ト
に
接
続

さ
れ
て
い
る
機
器
間

で
の
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
イ

ー
サ
ネ
ッ
ト
通
信
が

可
能
に
な
る
。

　
さ
ら
に
Ｐ
ｏ
Ｌ

（
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
　
Ｏ

ｖ
ｅ
ｒ
　
Ｌ
ｉ
ｎ

ｋ
）
機
能
に
よ
り
、
遠
隔
の
Ｐ
ｏ
Ｅ
製

品
へ
の
給
電
も
可
能
。

　
同
製
品
は
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
接
続
用
と

ツ
イ
ス
ト
ペ
ア
ケ
ー
ブ
ル
接
続
用
の
２

タ
イ
プ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
Ｐ
ｏ
Ｅ

機
能
あ
り
／
な
し
の
２
種
類
の
計
４
機

種
か
ら
選
択
で
き
る
。
電
源
な
し
の
遠

隔
地
に
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と

や
、
既
設
の
ア
ナ
ロ
グ
カ
メ
ラ
用
の
ケ

ー
ブ
ル
を
使
っ
て
の
通
信
、
給
電
も
可

能
で
、
導
入
コ
ス
ト
、
導
入
期
間
を
削

減
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
ポ
イ
ン
ト
ツ
ー
ポ
イ
ン
ト
、
ラ
イ

ン
、
ス
タ
ー
、
リ
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日本ワイドミュラー

https://www.weidmuller.co.jp/ja/products/automation_software/i_o_systems/index.jsp
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ま
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三菱電機との協業で注目集める「制御のソフト化」の雄

　今、モーションやPLCの制御領域では、産業用PCに制御用ソフトウエアを載せて
コントロールする「制御のソフト化」の波が押し寄せています。
　モベンシスは、ソフトウエアベースのモーションコントロール技術である「ソフト
モーション」を独自開発し、15年以上前から制御のソフト化に取り組み、半導体製造
装置をはじめ多軸の複雑な制御領域で採用を広げています。つい先日も三菱電機との
協業を発表し、注目を集めました。
　そんなモベンシスのこれからの事業展開と制御のソフト化について、代表取締役社
長の佐藤恭祐氏に話を聞きました。

普通のPCをモーションコントローラ
に進化させるWMX

　―御社について教えてください
　モーションコントロールでは、ハードウ
エアをベースとした専用モーションボード
やユニット、コントローラを開発している
メーカーが数多くあります。それに対し当
社は、ソフトウエアをベースとするモーシ
ョンコントロール技術「ソフトモーショ
ン」を開発し、それをモーション制御ソリ
ューション「WMX」として提供していま
す。どこにでもある普通のPCにインスト
ールすることで、それがモーションコント
ローラとして機能するようになります。
　―普通のPCとは一般的に流通している
PCですか？
　そうです。いわゆるintel core iのような
汎用のCPUを積んでいるWindows PCに
WMXをインストールすると、PCがモー
ションコントローラとなって最大128軸を
高速に高精度に制御できるようになりま
す。とは言え、実際には産業用途なので、
ほぼすべてのお客さまは耐環境性能やロバ
スト性に優れた産業用PCにインストール
して使っています。

20年以上前からソフトウエアベース
のモーション技術に取り組む

　―これまでハードとソフト共に専用設
計だったモーションコントローラを、ソフ
トウエアの技術を磨いてハードは汎用品で
も代用できるようにしたということです
ね。どういう経緯で始まったのでしょう？
　もともとは創業者で取締役会長の梁富好
（ヤン・ブホ）が、MIT（マサチューセ
ッツ工科大学）で次世代のロボットコント
ロールを研究するなかで、ロボットコント
ローラやモーションボードに載っている
MPUより、普通のPCのCPUの方が圧倒的
に演算処理能力が高いことに着想を得て、
PCで動くソフトウエアベースのモーショ
ンコントローラを開発しました。
　1998年に現在の前身となる法人を米国で
立ち上げ、工作機械のNC制御をPCとソフ
トで実行するソリューションを提供してい
ました。しかし工作機械は顧客ごとのカス
タム対応で非常に手間がかかるため、主要
事業を汎用のモーションコントロールにシ
フトし、2006年に日本に拠点を移しまし
た。
　日本で事業を始めた当時は、ちょうど
CPUで高度な演算処理もできるようにな
ってきた時期で、PCで制御をしたい、コ
ントロールしたいというニーズが出てきて
いました。そこから少しずつ実績を増や
し、今はさまざまな領域でPCでの制御が
広がってきています。

調達容易でサプライチェーン強靭化＆
高機能CPUで高速演算

　―汎用CPU、WindowsPCでモーショ
ンコントロールするメリットはどこにある
のですか？

　1つ目は、価格と調達の容易性、安定性
です。汎用CPUもWindows PCも大量生
産で世界中に流通しており、ひとつひとつ
が安価で、どこからでも入手しやすいとい
う利点があります。
　ここ数年、FA業界は半導体不足によっ
て調達困難、納期遅れが発生し、設備やラ
イン立ち上げが後ろ倒しになったところが
多くあります。汎用CPUとWindows PC
は、もともと大量生産で市場に多く出回っ
ていて、納期問題の影響を最小限に抑える
ことができます。もし次に同様の事態が起
きた際も調達しやすいというのは大きなメ
リットになります。
　－確かに納期問題ではたくさんの実害
が出ました。そのリスクを低減できるのは
良いですね。
　2つ目は、汎用CPUの性能の高さです。
　CPUの性能が低かった昔と異なり、現
在のCPUは性能が急激に上がって高度な
演算制御ができるようになっています。モ
ーションボードに使われている専用チップ
をはるかに凌駕するスペックを持ち、可用
性も高く、制御にも安心して使うことがで
きます。

半導体・バッテリ製造装置など
多軸の複雑制御が得意

　―ユーザーはどういった業界、用途が
多いのですか？
　高速・高精度の多軸制御を必要とする生
産設備、生産ラインで使われることが多
く、半導体やFPD、ロボット、バッテリ
・二次電池、ICTデバイスなどで採用され
ています。特に半導体製造工程では、前工
程の洗浄やフォトレジスト塗布、現像、エ
ッチング、CVD装置に搭載され、後工程
ではほぼ全ての工程の制御に使われていま
す。
　制御する軸数が少なく、精度もそこまで
求められない用途の場合はモーションボー
ド等の方が安価で使いやすく、WMXはも
っと複雑な制御を多軸で緻密にやりたいと
いう用途に適しています。

ソフトモーション、ソフトPLCなど
関心高まる制御のソフト化

　―最近は制御のソフト化に対する関心
が高まっています。これをどう見ています
か？
　モーションでもPLCでもソフトウエア

制御への関心が強くなっているのは、2つ
の理由があると思っています。1つは、半
導体不足に関わるハードウエアの納期不
安。もう1つは、これまで高度な制御プロ
グラムを作ってきたスペシャリストの高齢
化による世代交代と、それによる人手不足
です。
　以前からラダー言語を扱える人々が減っ
てきているという話はありましたが、それ
が年々深刻化してきています。そこに今回
の納期不安が重なったことで、その代替
案、解決策としてPCを使った制御、ソフ
トウエアコントローラ、ソフトPLCでの
制御に注目が集まっているのだと思いま
す。
　―特にPLCの制御に関しては皆が注目
しています
　もちろん当社もソフトPLCのトレンド
を注視しています。WMXをPLC制御に使
いたいという声は多く、実際に一部のお客
さまでは実行しているケースもあります。
ただ、WMXの最新バージョンのWMX3は
モーションコントロールに特化していて、
PLCとして足りない機能は、現在開発を
強化しています。

モーションコントロールの土台固め　
機能開発で用途拡大

　－では御社の次のステップは？
　当社の戦略は、まずはこれまで同様、モ
ーションコントロールの領域で、モーショ
ンボードをWMXに置き換えていくことを
中心に進めていきます。
　WMXはロボットのコントロールもでき
るのでロボット向けの提案も強化していき
ます。ロボットを組み込んだ製造装置は、
通常はロボットコントローラとモーション
コントローラが必要ですが、WMXならま
とめて制御でき、省スペース化、省電力化
になります。
　またAGV／AMRを内製化したい企業が
増えており、そこに向けて提案を進めてい
きます。
　2023年3月に米国のAMRスタートアップ
企業を買収し、彼らの保有するナビゲーシ
ョンシステムと、当社のソフトモーション
技術をセットにした提案もスタートし、す
でに大手工作機械メーカーには採用されて
いて、さらに拡大を目指します。
　―ソフトPLCに関しては？
中長期的に考えると、モーションコントロ
ール以外にもWMXの適用アプリケーショ
ンの領域を広げていくことは必要だと考え
ています。まさにソフトPLCはターゲッ
トではありますが、前述の通り、WMXを
　PLCとして使うには足りない部分やハ
ードルがたくさんあります。
　例えばプログラミング言語1つとって
も、PLCのラダー言語とWMXでは異なる
ため、そこを解決しなければ普及は難しい
でしょう。

　そのため現在ノーコードでプログラムが
組めるような開発環境を構築しており、完
成すればモーションコントローラとしても
っと使いやすく、さらにPLCとしての利
用も広がっていくと思います。こうした機
能開発を地道に進めていきます。

三菱電機のサーボ事業と協業
オープンなパートナー協業は継続

　―モーションのビジネスの土台を固め
つつ、将来を見越して開発を進めていくと
いうことですね。モーションでは三菱電機
と協業が大きなニュースになりました。
　当社のソフトモーション技術と三菱電機
のサーボモーターで、お互いの得意領域を
持ち寄ってシナジーを発揮することを目指
しています。
　ただ、今回の協業によって、これまでの
さまざまなパートナー企業さまとのプロジ
ェクトや今後の新しい共同開発などについ
て影響をうけることはなく、今まで通りオ
ープンなスタンスで多くの企業と協力して
いきます。

今の制御を支えている人々への
サポートを強化

　―モーション、PLCも含めて制御のソ
フト化は着実に進んでいます。一方で、今
のラダー制御はどうなるんだ？　という話
もあります。
　どんな分野でも、はじめは専用機オンリ
ーだったものが徐々に汎用機が普及し、最
終的にはすみ分けています。制御における
モーションコントローラやPLCとPCの関
係も同様だと思います。
　今後さらにソフトモーションを拡大する
ためには、現在の制御を担っている人々が
持っている制御のソフト化への心理的ハー
ドルを下げることが大切です。前述のノー
コードの開発環境の構築もその一環です。
　また、例えばWMXをお客さまに提案す
る際、「Windowsは不安定だから制御に
は使いたくない」とよく言われます。しか
しWMXはWindowsとは別のリアルタイル
OSで動いていて、仮にWindowsがフリー
ズしても制御には全く影響を及ぼさないよ
うに設計してあります。こうした説明を地
道に行いつつ、それでも心配なお客さまの
ためには現在、Linux版のWMXも開発し
ています。
　結局のところ、当社がやらなければいけ
ないことは、優れた製品を開発して市場に
出し、購入後はお客さまが使いこなせるよ
うに手厚くサポートしていくこと。それに
尽きます。そのための体制強化も進めてい
ます。
　―今後について
　三菱電機との協業は、ある種、当社がや
ってきたこと、考えてきたことが、FA業
界のトップメーカーに認められた証し。今
後も引き続き、経営理念の「 絶え間なき技
術革新により、社会の変革に貢献する 」に
ある通り、オープンにパートナー企業と協
業して技術革新を進めていきます。
　また10月にオフィスを西新宿へ移転を計
画しており、新オフィスにはお客さまにじ
っくりと見てもらえるようショールームも
設ける予定です。ぜひ楽しみにしていてく
ださい。

佐藤恭祐氏　略歴

　立教大学理学部物理学科卒業。マギル大学国際経営学修士課程（MBA）修了。2003
年よりハイデンハイン株式会社にて、半導体製造装置および工作機械向けの精密位置決
め用測定機器およびモーションコントロールシステムの営業およびマーケティングのマ
ネージャを歴任。2015年よりコグネックス株式会社で、アジア・パシフィック地域統括
マーケティングマネージャとしてディープラーニングベースのマシンビジョンのアジア
地域での事業戦略に関わった後、シュンク・ジャパン株式会社にて営業統括マネージャ
を経て、2022年8月より社長に就任。その後、2023年3月モベンシス株式会社　代表取締
役社長に就任。

ソフトモーションコントローラ
「WMX」が開く新しい制御の世界

モベンシス　代表取締役社長　佐藤恭祐氏

FAの進化と制御DX　〜これからどうなるFA制御〜　インタビュー

　■モベンシス
　　https://www.movensys.com/jp/
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　HMSインダストリアルネットワークスが毎年調査し発表している「産業用ネッ
トワーク市場シェア動向」は、現在、世界ではどの産業用ネットワークが需要があ
り、採用されているのかという市場トレンドを知る上でとても効果的な参考資料と
なっている。企業分類上、同社はいちネットワーク機器メーカーにすぎないが、な
ぜ産業用ネットワークの世界シェアを正確に把握し公表できるのか？その答えは、
同社が産業用ネットワークに欠かせない基幹部品の供給元という重要な位置を占め
ていることにある。HMSインダストリアルネットワークスとは一体どのような企
業なのか？　同社の取り組みと産業用ネットワークのトレンドについてAPAC兼日
本代表取締役のハンス＝ヨアヒム・ゾンマー氏に聞いた。

Anybus、Ewon、Intesis、Ixxat
4つのブランドを持つ
産業用ネットワーク専門企業

　―御社について教えてください
　当社は1987年創業のスウェーデンに本社
を構える産業用ネットワークの専門企業で
す。社名のHMSは「Hardware Meets 
Software」の頭文字をとったもので、あ
らゆる産業用機器をつなげ、お客さまがそ
こから得た情報やデータを活用して生産性
を上げるサポートをすることをミッション
としています。
　産業用ネットワーク機器の「Anybus
（エニバス）」、IoT・リモートアクセス
用ゲートウェイの「Ewon（イーウォ
ン）」、ビルオートメーションを対象とす
る「Intesis（インテシス）」、CAN通信
の「Ixxat（イクザット）」の4つのブラン
ドがあり、製品として産業用ネットワーク
用の半導体チップからモジュール、通信機
器、ソフトウエアをラインアップしていま
す。ファクトリーオートメーション
（FA）、プロセスオートメーション
（PA）、ビルオートメーション（BA）、
自動車産業と、あらゆる産業分野に対して
ビジネスを展開しています。
　グローバルでは18カ国に支店があり、
780人の従業員が働いています。代理店を
通じて50カ国で販売しており、2022年度の
売上高は約350億円。これを2025年度まで
に400億円まで伸ばすことを目標としてい
ます。

産業用ネットワーク用の半導体チップ
やモジュール、通信機器を展開

　―はじめから通信・ネットワーク機器
メーカーだったのですか？
　1980年代後半にスウェーデンのハルムス
タッド大学の学生だった創業者で現CEO
のStaffan Dahlströmが、紙の厚さを測る
センサを開発したところからスタートしま
した。はじめはセンサを販売していたので
すが、次第に納入先から「センサだけでな
くネットワークの接続まで含めた製品が欲
しい」という要望が増え、仕方なく
PROFIBUSやModbusなど各ネットワー
クモジュールを開発してセンサとセットで
販売したところ、センサよりもネットワー
クモジュールの方が評判になり、そこから
事業を本格的にネットワークへとシフトし
ました。これが主力ブランドである
Anybusのはじまりです。
　Anybusは、産業用ネットワークのコア
となるコントロール領域、機器や設備に組

ます。
　工場やビル等でネットワークを構築する
際に当社の機器を採用するエンドユーザー
のお客さまもいますが、出荷数と売上規模
で言えば前者の方が圧倒的に大きく、分野
別の売上構成比率では、FA業界向けのネ
ットワーク分野が7割、IT・情報分野が2
割、Intesisのビル向けが1割となっていま
す。
　国別ではドイツがトップで、2位が米
国、日本は3位。主要なコントロール機器
メーカーや産業機械、設備メーカーの数が
多い地域が売上上位を占めています。中国
は、現時点では欧米や日本のFA機器や機
械、ロボットを使うことが多く、当社製品
が実際に稼働している場所としてはトップ
クラスです。しかし中国ローカルのコント
ロール機器メーカーの成長は著しく、近い
将来、売上上位に上がってくると思いま
す。
　それに対して日本は、制御機器、産業機
械メーカーの数が多く、当社にとって重要
なマーケットです。2003年頃から国内販売
をはじめ、2007年に日本法人を設立し、現
在はFAや半導体商社を中心に22社のシス
テムパートナーを通じて製品を展開してい
ます。

業界内外から大好評
毎年公開しているレポート
「産業用ネットワークシェア動向」
　―なるほど。主要各社の産業用ネット
ワーク対応機器には御社の製品や技術が搭
載されていて世界に広がっている。その生
産出荷状況をもとに調査してまとめている
のが「産業用ネットワークシェア動向」と
いうことですね
　その通りです。グローバルの主要な
PLCやコントローラ、制御機器メーカー
や産業機械メーカーは当社のお客さまであ
り、それぞれの産業用ネットワークに合わ
せた製品を供給しており、そのデータを分

析すればシェアは導き出されます。「産業
用ネットワークシェア動向」は、特にPLC
と接続されるコントロール層に関する部分
について調べたレポートになります。

産業用ネットワークの注目トレンドは
OPC－UA、MQTTなど

　―産業用ネットワーク市場がとても活
況です。それをどう見ていますか？
　まず産業用ネットワーク市場の成長を支
える5つの大きなトレンドがあります。製
造業に限らずあらゆる世界がデジタル化し
ている「デジタリゼーション」、インダス
トリー4.0をはじめ、工場でロボットや自
動化が進む「スマートマニュファクチャリ
ング」、24時間365日どこからでも機械に
アクセスして管理する「リモートアクセ
ス」、カーボンニュートラルに向けた省エ
ネのための「サステナビリティ」、そして
「セキュリティ」。これらを背景に産業用
ネットワーク市場は成長を続け、2030年ま
でに年間8～10％の成長率で伸びていくと
言われています。
　―注目しているトレンドは？
　産業用ネットワークのなかでも産業
Ethernetは年間10％で伸びていて、フィ
ールドバスから産業Ethernetへのシフト
が続いています。今後もこれは続くでしょ
う。
　また特に今注目しているのが、OPC－
UAやMQTTといった情報系のネットワー
クの動向です。これまではPLCのいるコ
ントローラ層のネットワークに目が向いて
いましたが、デジタル化が進むなかで現場
の情報・インフォメーションの取り扱いや
上位システムとの連携に対するニーズが大
きくなってきて、OPC－UAの存在感が年
々増しています。特にヨーロッパでは利用
が広がっています。現場にあるPLCとパ
ソコン、オンプレのサーバーはOPC－UA
での接続が増えてきており産業用ネットワ
ークの一部として使われだしてきていま
す。日本でももっと利用範囲が広がってい
くでしょう。現時点では「産業用ネットワ
ークシェア動向」にOPC－UAの項目は
「その他」に含まれていますが、数年後に
はシェアが拡大して単独の項目として出て
くるかもしれません。

FAを中心に、新たにIoTやBA、
エネルギー分野への提案を強化

　―これからの御社の取り組みは？

　今まで一番大きなFAのビジネスを維持
しながら、その周辺のビジネスを拡大して
いきます。
　FAを中心とする産業オートメーション
のコントロール領域は、当社の売上の7割
を占める領域であり、今後7～9％の伸びが
期待されています。これまで通りAnybus
製品を提供していくことに加え、ネットワ
ークの稼働状態やセキュリティをモニタリ
ングし診断もできるAnybus　Diagnostics
の提案を強化していきます。ワイヤレス機
器にも期待しています。
　情報やデータを取り扱うインフォメーシ
ョン領域は、今後14－17％と高い成長率で
伸びていくと予想しています。Ewonの
IoT、リモートアクセス製品は、米国のオ
ートメーションの専門誌「Contro l　
Design」が毎年実施しているお気に入り
のサプライヤーのユーザー投票で、リモー
トアクセス機器部門で8年連続ナンバーワ
ンを受賞するなど高く評価されています。
日本でもさらにIoT分野やOPC－UAなど
産業用ネットワークに近い部分を広げてい
きたいと考えています。
　ビルオートメーションは、サステナビリ
ティやデジタリゼーションを背景に8－10
％の伸びが見込まれています。日本では
BAブランドであるIntesisはこれからで、
FAに続く2本目の事業の柱として力を入れ
ていきます。
　また再生可能エネルギーを中心とするニ
ューエネルギーにもフォーカスを当ててい
きます。
　―FA・オートメーションの技術が屋外
や他の産業でも広がっています。御社にと
ってもチャンスですね。
FA機器メーカーの製品が他の産業や分野
にも広がれば、それにともなって産業用ネ
ットワークの利用も拡大していきます。こ
うなるとFA機器メーカー以外のプレイヤ
ーも産業用ネットワークに対応する必要が
出てきます。早く製品を開発して市場に投
入したいと考えた時、当社の製品を使えば
産業用ネットワーク対応に多くの時間を費
やす必要が無く、自分たちのやりたい機能
に集中でき、リードタイムも短くなりま
す。
　当社は「Get Connected and Stay 
Connected」をキャッチフレーズとし、何
でもつながり、つないだ後も安心して接続
し続けられるという世界をお客さまに提供
しています。通信に困った時、悩んだ時に
はぜひHMSにお気軽にご相談ください。

産業用ネットワークの注目トレンドと将来像とは？

HMSインダストリアルネットワークス
　APAC兼日本代表取締役　ハンス＝ヨアヒム・ゾンマー氏

FAトップインタビュー

　■HMSインダストリアルネットワークス
　　https://www.hms-networks.com/ja

通信用半導体チップからモジュール、通信機器を提供　
あらゆる産業用ネットワークをコアから支える専門企業　HMSインダストリアルネットワークス

み込んでネットワーク機能を付加する半導
体チップや基板、モジュール製品の
「Compact Com」を中心に、無線機器や
ゲートウェイを取りそろえています。1995
年に発売を開始してすぐにGM社の工場に
導入され、各フィールドバス間が激しい争
いを繰り広げるなかで、それを支える基幹
部品として広く採用され今に至ります。
　そこから2013年に自動車産業向けに
CAN通信のIxxat、2016年にIoT・リモー
トアクセスのEwon、BA機器のIntesisを
買収し、ビジネス領域を広げています。

PLCやコントローラ、産業機械メーカ
ーの通信機能を支える黒子

　―産業用ネットワーク対応製品に欠か
せない部品を提供しているということです
ね
　PLCをはじめとするコントロール機器
や産業機械・設備メーカーがメインのお客
さまで、当社のネットワーク用半導体チッ
プや基板、モジュール、機器を標準品とし
て自社製品に採用し、世界中に出荷してい
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